


　
長
万
部
高
校
２
年
小
枝
俊
槻
さ
ん
と
３

年
岡
島
怜
央
さ
ん
が
国
連
国
際
学
校
等

が
主
催
す
る
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
」
を
題
材
と
す

る
部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
英
語
の
句
が
見

事
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
２
名
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

行
わ
れ
た
授
賞
式
に
出
席
し
、24
日
に
は
、

長
万
部
高
校
に
お
い
て
、
受
賞
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

長
万
部
高
校
の
生
徒
が
国
連
国
際
学
校
等
主
催
の

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
！

令
和
元
年
度

第
１
回
い
き
い
き
大
学
開
催

　
６
月
の
環
境
月
間
の
取
り
組
み
と
し

て
、
長
万
部
町
で
も
長
万
部
郵
便
局
・
国

縫
郵
便
局
・
静
狩
郵
便
局
の
社
員
と
そ
の

家
族
約
30
名
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
町
内

の
ご
み
拾
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
長
万
部
郵
便
局
を
出
発
し
、駅
前
通
り
、

商
店
街
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
、
空
き
缶
や

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
集

め
、
町
内
の
環
境
美
化
に
努
め
充
実
の
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
ご
み
の
ぽ
い
捨
て
の
無
い
キ
レ
イ
な
町

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

郵
便
局
員
に
よ
る

　
　
町
内
ご
み
拾
い
活
動

　
令
和
元
年
度
の
い
き
い
き
大
学
開
校
式

が
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
多
く

の
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
開
校
式
後
に
、
網
走
市
か
ら
招
い
た
、

似
顔
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
み
や
ま
ひ
ろ
お

さ
ん
に
よ
る
、「
目
指
せ
！
健
康
・
長
寿
」

～
百
寿
者
に
学
ぶ
食
生
活
＆
昭
和
の
歌
謡

似
顔
絵
シ
ョ
ー
～
と
し
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
前
半
は
長
生
き
す
る
食
事
の
話
と
後
半

は
「
似
顔
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。

　「
夫
婦
の
似
顔
絵
を
書
き
た
い
」
と
、

い
き
い
き
大
学
生
に
突
然
に
呼
び
か
け
、

即
興
で
描
く
似
顔
絵
に
会
場
は
驚
い
て
い

ま
し
た
。

６
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６
９
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特 集 Ⅰ

３年　岡島　怜央さん（写真左）
A lot of garbage　大量のゴミ
white sandy beach　白い砂浜
Ｉ cannot see　もう見られない

２年　小枝　俊槻さん（写真右）
raging stream　激流の
waves of refugees　難民の波にのまれる
mother and child　母と子ども



　
来
る
７
月
21
日
㈰
は
、
第
25
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
開
票
日
で
す
。

　
選
挙
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
成
し
、

国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
未

来
の
日
本
に
生
き
て
い
く
若
い
世
代
の
意

見
が
よ
り
政
治
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
選
挙

権
年
齢
も
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
に
も
棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

◆
投
票
で
き
る
人

　
平
成
13
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
31
年
４
月
３
日
ま
で
に
長
万

部
町
に
転
入
届
出
を
し
て
、
引
き
続
き
長

万
部
町
に
住
所
の
あ
る
長
万
部
町
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、
投
票

で
き
ま
す
。
ま
た
、
長
万
部
町
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
、
投
票
日
ま
で
に
他

の
市
町
村
に
転
出
し
た
人
も
長
万
部
町
で

投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
所
の
場
所
と
時
間

　
投
票
所
の
場
所
と
時
間
は
、
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
６
月
20
日
以
後
に

町
内
で
の
転
居
の
届
出
を
し
た
人
の
投
票

所
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す

の
で
、
入
場
券
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

◆
投
票
所
の
環
境
向
上

　
車
イ
ス
に
座
っ
た
ま
ま
記
載
で
き
る
記

載
台
、
老
眼
鏡
を
用
意
し
て
い
る
投
票
所

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字
の
書
け

な
い
方
の
た
め
に
、
職
員
が
代
わ
り
に
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
す
る

「
代
理
投
票
」
制
度
も
あ
り
ま
す
。
積
極

的
に
介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
職
員
へ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

予
定
が
あ
る
場
合
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

　
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
っ

て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
っ
た
り
、

介
護
保
険
の
要
介
護
５
に
認
定
さ
れ
て
い

る
人
は
、
自
宅
で
投
票
で
き
る
「
郵
便
等

に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
用
紙
へ
の
記
載

　
選
挙
区
の
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
氏

名
を
、
比
例
代
表
の
投
票
用
紙
に
は
候
補

者
の
氏
名
又
は
政
党
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。
投
票
用
紙
に
氏
名
や
政
党
名
以
外
の

こ
と
を
書
く
と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
公
営
の
選
挙
運
動

　
町
内
34
か
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設

置
し
た
り
、
選
挙
公
報
を
各
世
帯
に
配
付

し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
掲
示
板
を
壊
し
た
り
、
候
補
者

の
ポ
ス
タ
ー
を
や
ぶ
い
た
り
、
い
た
ず
ら

を
す
る
と
、
公
職
選
挙
法
で
厳
し
く
罰
せ

ら
れ
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

第２５回参議院議員通常選挙が行われます

選挙のめいすいくん

７月２１日
投 開 票 日
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期 日 前 投 票 日 程
●日　時
　７月５日（金）～２０日（土）
　午前８時３０分～午後８時

●投票所
　役場１階町民ホール

【問い合わせ先】
　選挙管理委員会事務局
　☎２－２４５１

■町内の投票所一覧
投 票 区 投　票　所　施　設　名 投　票　時　間 該　当　地　域

１ 国 縫 振 興 会 館
午前７時～午後６時

豊津、豊野、茶屋川、国縫
２ 中 の 沢 振 興 会 館 花岡、中ノ沢、平里の一部
３ 長 万 部 小 学 校

午前７時～午後８時

大浜、曙、大町
４ 長 万 部 町 役 場 本町、元町、旭浜、栄原、共立
５ 長万部町ファミリースポーツセンター 富野、陣屋、温泉、高砂、栗岡
６ さ か え 保 育 所 平里、南栄、新開
７ 双 葉 振 興 会 館

午前７時～午後６時
美畑、双葉、大峯、知来、蕨岱

８ 静 狩 振 興 会 館 静狩



◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算（
第
一
号
）（
専
決
処
分
）

　
平
成
三
十
年
度
の
歳
出
に
対
し

て
歳
入
が
不
足
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十

六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
令
和
元

度
の
歳
入
を
平
成
三
十
年
度
に
繰

上
げ
て
補
填
す
る
た
め
の
補
正
予

算
を
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。

◆
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に

　
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一

　
課
税
に
関
す
る
条
例

　
半
島
振
興
法
に
基
づ
く
町
産
業

振
興
促
進
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

事
業
者
が
事
業
の
た
め
に
用
い
る

機
械
、
建
物
等
を
新
設
し
た
際
の

固
定
資
産
税
を
３
年
間
不
均
一
課

税
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
新
た

に
条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
投
票
管
理
者
等
の

報
酬
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◆
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
低
所
得
者
の
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
に
つ
い
て
、
段
階
的
に

軽
減
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
不
正
競
争
防
止
法
等
の
改
正
及

び
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
改
正

に
伴
い
、
町
火
災
予
防
条
例
の
文

言
の
修
正
な
ど
所
用
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

　
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

　
つ
い
て

　
字
蕨
岱
の
知
岱
橋
の
修
繕
に
あ

た
り
、
後
年
度
交
付
税
措
置
の
あ

る
辺
地
対
策
事
業
債
を
申
請
す
る

に
あ
た
り
必
要
な
計
画
を
策
定
し

た
も
の
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
長
万
部
町
防
災
行
政
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
デ
ジ
タ
ル
同

報
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
は
二

億
六
千
百
八
十
万
円
で
電
気
興
業

株
式
会
社
北
海
道
支
店
と
契
約
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
二
千
八
百

三
十
二
万
五
千
円
で
コ
マ
ツ
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
北
海

道
カ
ン
パ
ニ
ー
よ
り
取
得
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
七
百

四
十
五
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
四
十
九
億
五
千
三
百
九

万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
入

が
道
支
出
金
や
繰
越
金
な
ど
の
追

加
、
歳
出
は
、
衛
生
費
や
商
工
費

な
ど
の
追
加
で
す
。

　
一
般
会
計
は
、
一
億
二
千
八
十
万

一
千
円
の
繰
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
予
算
に
対
し
て
一
千

五
百
四
十
七
万
一
千
円
の
増
で
、

町
税
が
予
算
に
対
し
二
千
二
十
三

万
七
千
円
の
増
と
な
り
、
歳
出
の

不
用
額
は
一
億
五
百
三
十
三
万
円

で
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

九
十
四
万
九
千
円
の
繰
越
し
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

五
千
四
百
七
十
六
万
八
千
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
三
十
年

度
の
赤
字
は
、
令
和
元
年
度
の
歳

入
を
繰
り
上
げ
て
補
て
ん
す
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
五
月
三
十
一
日

付
け
で
令
和
元
年
度
補
正
予
算
を

専
決
処
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
三
千

四
百
八
十
二
万
八
千
円
の
繰
越
し

と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
越
し
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

介
護
保
険
給
付
費
な
ど
の
減
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
介

護
保
険
給
付
費
に
係
る
交
付
金
等

は
、
給
付
費
の
割
合
で
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
翌
年
度
に
精
算
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
精
算
額
が
確
定
次

第
、
議
会
へ
補
正
予
算
を
提
案
い

た
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

経
費
の
節
減
に
努
め
る
中
、
各
支

出
科
目
の
不
用
額
の
発
生
等
に
よ

り
、
七
百
万
二
千
円
の
繰
越
し
と

な
り
ま
し
た
。

　
ガ
ス
事
業
会
計
は
、
暖
冬
等
の

影
響
に
よ
り
、
年
間
ガ
ス
販
売
量

が
前
年
度
対
比
一
万
四
千
立
方

メ
ー
ト
ル
減
の
二
十
一
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
ガ
ス
売
上
は

百
八
十
二
万
七
千
円
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。

　
事
業
収
支
で
は
、
経
費
の
節
減

に
努
め
ま
し
た
が
、
原
料
費
の
高

騰
に
よ
り
費
用
が
増
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
百
二
万
六
千
円
の
当
年

度
純
損
失
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
当
年
度
純
損
失
を
前
年
度

繰
越
欠
損
金
三
億
八
千
九
百
七
十

九
万
四
千
円
に
加
え
ま
す
と
、
当

年
度
未
処
理
欠
損
金
は
三
億
九
千

八
十
二
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
年
間
給
水

量
が
前
年
度
対
比
一
万
一
千
立
方

メ
ー
ト
ル
減
の
五
十
九
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
給
水
収
益
は

百
十
二
万
三
千
円
の
減
収
と
な
り

ま
し
た
。

会
計

決
算
見
込
み

各
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事
業
収
支
で
は
、
経
費
の
節
減

等
に
よ
り
一
千
七
百
六
万
六
千
円

の
当
年
度
純
利
益
と
な
り
、
前
年

度
繰
越
欠
損
金
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
一
千
七
百
六
万
六
千
円

と
な
り
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
は
、
前
年
度
に

比
較
し
、入
院
患
者
数
は
九
．七
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
入
院

収
益
で
は
八
十
万
六
千
円
の
減
収
、

外
来
患
者
数
は
四
．
四
％
の
減
少

で
、
外
来
収
益
で
は
五
百
二
十
六

万
三
千
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
医

業
費
用
が
一
千
百
九
十
七
万
三
千

円
の
増
加
、
医
業
外
費
用
は
三
百

八
万
七
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
事
業
収
支
で
は
、
一
般
会
計
か

ら
三
億
一
千
万
円
の
補
助
金
を
繰

入
れ
た
も
の
の
、
期
末
決
算
で
は

三
千
二
百
十
六
万
八
千
円
の
当
年

度
純
損
失
と
な
り
、
こ
の
当
年
度

純
損
失
を
前
年
度
繰
越
欠
損
金
三

億
八
千
二
百
七
十
七
万
八
千
円
に

加
え
ま
す
と
、
当
年
度
未
処
理
欠

損
金
は
四
億
一
千
四
百
九
十
四
万

六
千
円
と
な
り
ま
す
。

  

な
お
、
各
会
計
の
詳
細
に
つ
い

て
は
決
算
上
程
の
際
に
関
係
資
料

を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　
長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条

例
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
平

成
三
十
年
度
の
寄
付
状
況
は
、
寄

付
金
に
対
す
る
返
礼
品
金
額
の
割

合
を
五
割
か
ら
三
割
に
変
更
し
た

影
響
等
に
よ
り
、
四
千
百
三
十
二

件
、
五
千
九
百
九
十
五
万
八
千
円

と
な
り
、
前
年
と
比
べ
四
千
二
十

一
件
、
四
千
六
百
十
六
万
五
千
三

百
二
十
四
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
を
取
り
崩
し
、

各
目
的
別
事
業
の
財
源
と
し
て
、

合
計
一
億
三
百
万
八
千
百
五
十
六

円
を
充
当
し
、
年
度
末
現
在
の
残

高
は
、
一
億
五
千
三
百
七
万
五
千

百
三
十
七
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
返
礼
品
の
登
録
品
数

を
増
や
す
と
と
も
に
、
特
産
品
の

全
国
Ｐ
Ｒ
を
図
り
な
が
ら
、
更
な

る
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
の

拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
と
大
学
と
の
地
方
創
生
連

携
事
業
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
先
進
的
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
三
月
末
に
国
か

ら
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
と

し
て
無
事
採
択
さ
れ
、
本
年
度
は

事
業
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、

収
支
の
黒
字
化
な
ど
も
含
め
自
立

経
営
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
植
物
工
場
で
は
、
一
棟
目
の
ハ

ウ
ス
で
三
作
目
の
収
穫
が
始
め
ら

れ
て
お
り
、
糖
度
も
高
く
収
量
も

多
く
順
調
で
、
二
棟
目
は
二
作
目

の
定
植
が
終
わ
り
順
調
に
生
育
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
三
月
末
か
ら
四
月

に
か
け
て
、
町
内
の
福
祉
施
設
、

学
校
給
食
、
役
場
ロ
ビ
ー
や
東
京

理
科
大
学
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
で
、
エ
ン
リ
ッ
チ
・
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
試
食
と
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

の
試
飲
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施

さ
れ
、
五
月
の
町
民
花
見
会
で
は
、

参
加
者
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
配
ら
れ

る
な
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も

広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
で
は
長
万
部
観
光

協
会
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
販
売
が
開
始
さ
れ
、

町
内
で
も
購
入
し
や
す
く
な
り
評

判
も
高
く
、
好
調
な
売
れ
行
き
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
五
月
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
運
営
会
社
「
ル
ク
サ
」
主
催
の

フ
ァ
ン
向
け
イ
ベ
ン
ト
及
び
ふ
る

さ
と
納
税
未
体
験
者
を
対
象
と
し

た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
長
万
部

産
エ
ン
リ
ッ
チ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
と

ジ
ュ
ー
ス
の
試
食
・
試
飲
で
の
評

判
は
高
く
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん

が
甘
さ
と
う
ま
味
に
感
動
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

長
万
部
産
の
高
糖
度
ト
マ
ト
と
し

て
、
更
な
る
認
知
度
向
上
に
向
け
、

取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
販
売
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東

京
銀
座
の
長
万
部
酒
場
で
も
こ

の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
道

内
で
は
蘭
越
町
道
の
駅
や
温
泉
施

設
で
の
販
売
も
開
始
さ
れ
、
現
在
、

輸
送
コ
ス
ト
の
安
価
な
道
内
で
の

販
路
確
保
を
中
心
に
順
調
に
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
販

売
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
販
売
先
も
徐
々
に
多

方
面
で
確
保
さ
れ
て
き
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
ハ
ウ
ス
で
の
生
産
シ

ス
テ
ム
の
改
良
に
よ
り
収
量
の
安

定
的
確
保
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

経
費
の
削
減
な
ど
に
努
め
る
と
と

も
に
、
販
路
の
確
保
・
拡
大
に
つ

な
が
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
、
地
方
創
生
事
業
の
最
終

年
度
と
し
て
、
引
き
続
き
本
事
業

の
成
功
に
向
け
、
理
科
大
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
で
は
三
本
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
五

月
三
十
一
日
現
在
で
、
掘
削
中
の

立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
ル
コ
ツ
工
区
で

は
、
本
坑
五
千
メ
ー
ト
ル
の
う
ち

四
百
九
十
三
．
六
メ
ー
ト
ル
が
、

ま
た
、
内
浦
ト
ン
ネ
ル
の
静
狩
工

区
は
本
坑
五
千
五
百
七
十
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
二
百
三
十
一
．
五
メ
ー

ト
ル
が
掘
削
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
豊
津
工
区

に
つ
い
て
も
、
今
年
度
秋
か
ら
の

掘
削
開
始
を
目
標
に
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
幹
線
の
地
上
部
で
あ

る
明
か
り
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
一
部
の
区
間
で
測
量
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
新
幹
線
と
交

差
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
付
け

替
え
工
事
の
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
地
域
連
携
の

取
組
と
し
て
、本
町
と
黒
松
内
町
・

豊
浦
町
の
三
町
連
携
会
議
「
は

し
っ
こ
同
盟
」
に
つ
い
て
、
四
月

十
二
日
に
役
場
に
そ
れ
ぞ
れ
の
町

長
が
出
席
の
う
え
、
協
定
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。

　
三
町
は
歴
史
的
に
、
ま
た
現
在

も
繋
が
り
が
あ
る
も
の
の
、
振
興

局
が
異
な
る
た
め
各
町
の
行
政
情

報
が
入
り
に
く
く
、
観
光
・
交
通
・

物
流
で
の
連
携
が
進
ん
で
い
な
い

実
情
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の

呼
び
か
け
に
よ
り
連
携
会
議
を
新

た
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
毛
が
に
ま
つ
り
を
は
じ

め
と
す
る
各
町
の
産
業
ま
つ
り
や
、

観
光
商
品
の
開
発
、
物
販
の
協
力

な
ど
に
よ
り
人
的
交
流
を
深
め
、

十
一
年
後
の
新
幹
線
開
業
を
見
据

え
た
地
域
連
携
の
可
能
性
・
方
向

性
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

京
理
科

　
大
学
関
係

東

る
さ
と
納
税

ふ

海
道
新
幹
線

　
工
事
関
係

北

域
連
携
会
議
、

は
し
っ
こ
同
盟
の
取
組

地
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ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
二
回
目
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
を
三
月
二
十
八
日

に
開
催
し
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
正
作
業
に
伴
う
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
、
町
道
本
町
通

整
備
の
方
向
性
の
検
討
を
、
ま
た
、

同
日
、
地
方
創
生
部
会
に
お
い
て

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
状
況

の
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
観

光
分
野
等
の
支
援
員
と
し
て
三
名

を
採
用
し
、
町
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
三
十

一
年
三
月
末
で
三
年
間
の
任
期
が

満
了
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
長
万
部

に
定
住
す
る
な
ど
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
は
、

農
業
分
野
の
支
援
員
と
し
て
平
成

三
十
年
度
か
ら
一
名
に
活
動
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
長
万
部
町
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
寄
附
者
の
う
ち
、
確

定
申
告
が
不
要
と
な
る
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
を
利
用
し
た

五
百
十
五
自
治
体
の
一
千
三
百
三

十
八
名
に
つ
い
て
、
税
額
控
除
に

必
要
な
デ
ー
タ
を
寄
附
者
の
居
住

自
治
体
に
送
信
し
て
い
な
か
っ
た

処
理
ミ
ス
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
経
過
と
し
て
は
、
一
月
二
十
四

日
に
税
務
課
に
お
い
て
国
税
連
携

シ
ス
テ
ム
を
使
い
各
自
治
体
へ
送

信
す
る
操
作
を
行
い
ま
し
た
が
、

操
作
方
法
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
い

た
た
め
、
送
信
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
三
月

二
十
日
に
判
明
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
後
、
三
月
二
十
日
の
う
ち
に

全
自
治
体
に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る

と
と
も
に
電
話
連
絡
を
し
、
お
詫

び
の
書
面
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
大
半
の
自
治
体
で

は
、
当
初
の
住
民
税
課
税
に
問
題

が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た

が
、
一
都
四
県
十
自
治
体
の
七
十

四
名
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た
め
確

定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
文
書
・
電
話

等
で
お
詫
び
申
し
上
げ
対
応
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
確
定
申
告
に
つ

い
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
寄

附
者
の
信
頼
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
点

検
、
確
認
を
徹
底
し
て
行
い
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
や
心
身
に
重
度
の
障
害

を
持
つ
方
が
、
社
会
参
加
や
日
常

生
活
の
中
で
タ
ク
シ
ー
を
交
通
手

段
の
一
つ
と
し
て
容
易
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
料
金
の
一
部
を
助
成

し
て
お
り
ま
す
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
は
、
四
月
八
日
か
ら
役
場
窓
口

で
、
十
一
日
に
は
国
縫
・
中
ノ
沢
・

双
葉
・
静
狩
の
各
会
館
に
出
向
き

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
五

月
末
ま
で
の
対
象
件
数
は
八
百
十

九
件
で
、
交
付
件
数
は
七
百
七
件
、

八
十
六
．
三
％
の
交
付
率
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
十
六
日
の
敬
老

の
日
に
合
わ
せ
、
長
寿
の
お
祝
い

と
社
会
貢
献
へ
の
お
礼
を
こ
め
て
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
九
月
九
日

か
ら
十
一
日
ま
で
と
十
三
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
計
七
日
間
と
、
町
内

に
あ
る
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
も
助

成
を
行
い
、
九
月
十
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
七
日
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ

無
料
開
放
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
四
月
一
日
に
さ
か
え
保
育
所
の

入
所
式
を
行
い
、
今
年
度
の
入
所

児
童
数
は
、
保
育
定
員
六
十
名
に

対
し
六
十
二
名
の
入
所
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
一
時
保
育
事
業
の
四
月
の
利
用

状
況
は
、
三
歳
未
満
児
が
二
名
で

延
べ
十
二
日
間
、
小
学
校
低
学
年

児
童
受
入
事
業
の
利
用
は
、
一
・

二
年
生
が
六
名
で
延
べ
四
十
二
日

間
、
保
育
所
に
併
設
し
て
い
る
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

は
、
延
べ
二
十
四
組
で
五
十
一
人
の

親
子
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
委
託
事

業
の
学
童
保
育
所
「
な
な
か
ま

ど
」
は
、
現
在
、
小
学
一
年
生
四

名
、
二
年
生
四
名
、
三
年
生
五
名
、

四
年
生
一
名
、
五
年
生
一
名
、
六

年
生
二
名
の
計
十
七
名
の
入
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
施
設
型
幼
稚
園
に
移
行

し
た
、
長
万
部
マ
リ
ア
幼
稚
園
の

今
年
度
の
入
園
児
童
数
は
、
利
用

定
員
六
十
名
に
対
し
三
十
三
名
の

入
園
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
の
本
町
の
ゴ
ミ

収
集
総
量
は
、
一
千
九
百
九
十
六

ト
ン
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
二

ト
ン
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
に
排
出
し
た
可
燃
ゴ
ミ
の
量

は
、
一
千
六
百
二
十
七
ト
ン
で
、

前
年
度
と
比
較
し
四
十
六
ト
ン
ほ

ど
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
減
量
化
の
一
環
と
し
て
は
、

小
型
家
電
は
役
場
内
に
、
廃
食
用

油
は
各
会
館
等
に
無
料
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、
衣
類
に
つ
い
て
は

各
地
域
等
へ
年
二
回
の
巡
回
無
料

回
収
と
役
場
内
担
当
窓
口
で
の
随

時
無
料
回
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
に
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
実
行
が

欠
か
せ
な
い
た
め
、
ゴ
ミ
の
分
別

排
出
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う

一
層
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
静
狩
地
区
・
旭
浜
地
区
・
長
万

部
地
区
の
海
岸
漂
着
物
の
回
収
・

処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
事

業
を
利
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、
本
事
業
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
、
本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提

案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
家
畜
の
主
た
る
飼
料
作
物
で
あ

り
ま
す
牧
草
は
、
雪
解
け
が
早

か
っ
た
こ
と
と
好
天
が
続
い
た
こ

と
も
あ
り
生
育
は
順
調
に
経
過
し

て
お
り
、
五
月
十
五
日
現
在
の
作

況
状
況
で
は
、
生
育
は
平
年
よ
り

早
く
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、

播
種
作
業
が
平
年
並
み
に
進
ん
で

い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
牧
野
事
業
で
は
、
足
腰
の
強
い

優
良
な
後
継
牛
の
育
成
や
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
と
酪
農
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
、
公
共
牧
場
の
運

営
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
牛
ウ
イ
ル

ス
性
下
痢
の
入
牧
前
検
査
後
に
入

牧
を
実
施
し
て
お
り
、
牧
場
内
で

岸
漂
着
物

　
対
策
関
係

海

域
お
こ
し

　
　
協
力
隊

地
る
さ
と
納
税

デ
ー
タ
処
理
ミ
ス
関
係

ふ

人
福
祉
関
係

老
童
福
祉
関
係

児

活
環
境
関
係

生

業
関
係

農

ち
づ
く
り

　
推
進
会
議

ま
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の
感
染
防

止
に
努
め

て
お
り
ま

す
。

　
入
牧
状

況
に
つ
き

ま
し
て
は
、

町
内
酪
農

家
の
飼
育

牛
は
、
四
月
二
十
二
日
に
共
立
牧

場
へ
百
七
十
六
頭
、
五
月
七
日
に

蕨
岱
牧
場
へ
百
三
十
五
頭
を
入
牧

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
立
牧
場
は
、
入
牧
頭

数
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
今
年
度

も
豊
浦
町
及
び
洞
爺
湖
町
の
酪
農

家
の
飼
育
牛
の
預
託
を
受
入
れ
、

五
月
十
七
日
に
九
十
一
頭
の
入
牧

が
終
了
し
、
合
計
四
百
二
頭
が
入

牧
し
て
お
り
ま
す
。

　
生
乳
生
産
量
は
、
一
月
か
ら
四

月
ま
で
三
千
二
百
十
ト
ン
、
乳
代

は
二
億
九
千
四
百
七
十
八
万
円
と

な
り
、
前
年
に
比
較
し
二
十
二
ト

ン
の
減
と
な
り
、
乳
代
で
は
二
百

七
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
黒
毛
和
牛
の
一
月
か
ら
四
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
八
十
五
頭
、
販

売
金
額
は
六
千
七
百
二
万
円
と
な

り
、
前
年
に
比
較
し
、
販
売
頭
数

で
一
頭
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

販
売
金
額
で
は
六
百
六
十
五
万
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
の
環

境
林
整
備
事
業
で
実
施
す
る
共
立

地
区
の
地
拵
・
植
栽
事
業
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
、
四
月
二
十
六
日
に
着

工
し
、
五
月
二
十
七
日
に
完
成
し

て
お
り
ま
す
。

　
緑
化
推
進
で
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
万
部
町
緑

と
樹
を
愛
す
る
会
か
ら
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
百
本
の
寄
贈
が
あ

り
、
四
月
二
十
九
日
に
同
法
人
主

催
の
植
樹
祭
で
、
町
民
約
百
五
十

人
の
参
加
の
も
と
富
野
地
区
の
町

有
地
に
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
で
は
、
長

万
部
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な

被
害
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ヒ
グ
マ
や
近
年
個
体
数

が
急
増
し
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
が
、

林
業
や
農
業
へ
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
対

処
す
る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続

き
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
を
同

協
議
会
に
委
託
し
、
ハ
ン
タ
ー
に

よ
る
巡
回
の
徹
底
や
有
害
鳥
獣
駆

除
業
務
を
実
施
し
、
被
害
防
止
対

策
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
北
海
道
で
生
息
域

を
急
激
に
広
げ
て
い
る
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
特
定
外
来
生
物
の
防
除
に

つ
い
て
も
、
法
律
に
基
づ
く
特
定

外
来
生
物
防
除
実
施
計
画
を
作
成

し
、
今
年
度
か
ら
捕
獲
が
で
き
る

体
制
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
、

人
畜
被
害
を
防
止
す
る
た
め
適
切

な
処
置
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
平
成
三
十
年

度
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
生
産
量

は
、
一
万
二
千
四
百
四
ト
ン
と
な

り
、
前
年
度
に
比
較
し
二
千
三
百

八
十
二
ト
ン
の
増
で
、
生
産
額
で

は
三
十
六
億
七
千
七
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
六
億
七
千
五
百

九
十
八
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
増
加
の
主
な
要
因
と
し
て

は
、
前
年
度
は
成
育
不
良
や
自
然

災
害
に
よ
り
養
殖
施
設
が
被
害
を

受
け
、
生
産
量
が
低
迷
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
三
十
年
度
に
つ

い
て
は
そ
の
様
な
被
害
が
比
較
的

少
な
く
、
一
時
的
に
生
産
回
復
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
向
け
ホ
タ
テ
貝
出

荷
は
百
四
十
ト
ン
、
生
産
額
で
は

四
千
八
百
三
十
三
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及

指
導
所
が
、
本
年
二
月
に
長
万
部

町
海
域
の
ホ
タ
テ
稚
貝
の
生
育
等

を
調
査
し
た
結
果
、
正
常
貝
は
約

三
十
七
％
、
変
形
及
び
欠
殻
貝
が

約
四
十
一
％
、
へ
い
死
等
の
死

貝
が
約
二
十
二
％
と
な
っ
て
お

り
、
過
去
の
実
績
と
比
較
し
ま
し

て
も
外
部
異
常
や
、
へ
い
死
率
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
、
生
育
状
況
を
注
視
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
全
国
的
に
不
漁

が
続
く
秋
サ
ケ
漁
の
平
成
三
十
年

度
の
漁
獲
量
は
約
五
百
七
十
一
ト

ン
で
、
前
年
度
に
比
較
し
約
百
八

十
五
ト
ン
増
加
い
た
し
ま
し
た
が
、

単
価
下
落
に
よ
り
、
漁
獲
額
は
三

億
三
千
三
百
十
二
万
円
と
な
り
、

二
百
二
十
八
万
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

内
閣
府
が
今
年
三
月
に
発
表
し
た

景
気
動
向
指
数
に
よ
る
と
、
景
気

の
基
調
判
断
が
後
退
の
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
示
す
「
悪
化
」
に
下

方
修
正
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

後
の
経
営
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

か
ら
、
本
年
度
も
事
業
経
営
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
特

別
融
資
資
金
の
貸
付
け
を
関
係
機

関
と
連
携
し
引
き
続
き
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
万
部
商
工
会
で
は
、

会
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
に
よ
り
、
会
員
数
が
二
百
を
切

る
な
ど
衰
退
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
度
か
ら
後
継
者
対
策
を

含
む
経
営
改
善
等
の
支
援
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
引
き

続
き
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

経
営
改
善
等
の
支
援
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、
新
た
な
観
光

資
源
の
発
掘
・
情
報
発
信
を
目
指

す
と
と
も
に
、「
は
し
っ
こ
同
盟
」

や
、
長
万
部
町
、
八
雲
町
、
今
金

町
、
せ
た
な
町
の
「
北
渡
島
檜
山

四
町
地
域
連
携
推
進
協
議
会
」
な

ど
の
広
域
連
携
事
業
を
中
心
と
し

た
活
動
・
取
組
を
一
層
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
万
部
観
光
協
会
で
は
、

Ｊ
Ｒ
長
万
部
駅
構
内
に
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
観
光
案
内
所
「
イ
ン

フ
ォ
ま
ん
べ
」
を
拠
点
に
、
町
の

観
光
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

道
内
外
で
の
各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
更

に
、
町
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客

の
み
な
さ
ん
へ
長
万
部
温
泉
や
二

股
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
、
飲
食
店
の
紹

介
を
は
じ
め
、
町
内
の
観
光
情
報

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

法
人
化
を
目
指
す
長
万
部
観
光
協

会
は
、
更
な
る
事
業
の
拡
大
・
充

実
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
経
済
活
性
化
の
一
環
で

あ
り
ま
す
合
宿
等
誘
致
事
業
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
の
合

宿
等
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

今
後
と
も
関
係
機
関
と
十
分
な
協

議
を
進
め
、
合
宿
誘
致
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
規
学
卒
者
の
就
職
状
況
は
、

緩
や
か
に
回
復
し
た
景
気
の
安
定

と
人
手
不
足
な
ど
を
受
け
た
企
業

の
採
用
意
欲
の
向
上
等
に
よ
り
改

善
さ
れ
、
地
元
高
校
の
三
月
卒
業

生
の
就
職
率
は
百
％
と
、
前
年
度

に
続
き
安
定
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。

害
鳥
獣

　
駆
除
対
策

有

業
関
係

林

業
関
係

漁

工
観
光

　
労
政
関
係

商
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建
築
事
業
で
は
、
町
営
住
宅
神

社
下
団
地
非
常
灯
外
交
換
工
事
が
、

六
月
二
十
八
日
ま
で
の
工
期
で
実

施
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
神

社
下
団
地
の
共
用
部
に
お
け
る
停

電
時
点
灯
照
明
器
具
等
が
経
年
劣

化
に
よ
り
腐
食
が
進
行
し
て
い
る

た
め
、
交
換
工
事
を
行
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
各
公
共
施
設
や
町
営

住
宅
の
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
土
木
事
業
で
は
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
を
活
用

し
て
実
施
す
る
、
長
万
部
町
橋

り
ょ
う
点
検
調
査
業
務
委
託
は
、

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の

工
期
で
業
務
を
実
施
中
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
法
令
に
よ
り
町
が

管
理
す
る
橋
り
ょ
う
の
五
年
に
一

度
の
点
検
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
は
二
十
四
橋
の

近
接
目
視
点
検
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
中
央
跨
線
橋
修
繕
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
年

度
に
修
繕
実
施
点
検
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
、
今
年
度
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
北
海
道
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
と
修
繕
工
事
の
た
め
の
協

議
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
道
路
維
持
関
係
で
は
、
町
道
中

山
大
通
線
外
舗
装
補
修
工
事
を
十

一
月
十
五
日
ま
で
の
工
期
で
発
注

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
町
道
の
側
溝
補
修
等

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
二
回
臨
時
会
に
お
い

て
補
正
予
算
の
議
決
を
い
た
だ
き

ま
し
た
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購
入
の

入
札
を
、
五
月
二
十
九
日
に
行
い
ま

し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
本
定
例
会
に
購
入
契
約
の

締
結
を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
園
関
係
で
は
、
あ
や
め
公
園

は
四
月
十
二
日
に
、
長
万
部
公
園

は
四
月
十
九
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

オ
ー
プ
ン
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
町
内
外
の
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
公
園
管
理
用
刈
払
機

は
四
月
十
九
日
に
購
入
契
約
を
締

結
し
、
五
月
九
日
に
納
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
終
末
処
理
場
の
汚
泥
脱
水
機

ケ
ー
キ
ホ
ッ
パ
ー
重
量
計
外
修
繕

工
事
及
び
二
号
溶
存
酸
素
計
交
換

修
繕
工
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
月
十

日
ま
で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り

ま
す
。

　
ガ
ス
本
支
管
改
良
工
事
の
北
十

二
号
線
外
工
区
及
び
本
町
二
・
三

号
線
工
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
月
十

三
日
ま
で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ

り
ま
す
。

　
静
狩
地
区
三
号
取
水
井
浚
渫
工

事
及
び
長
万
部
地
区
ろ
過
機
ろ
材

交
換
工
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
月
五

日
ま
で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り

ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
新
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
そ
っ
た
形
で

の
病
院
経
営
の
改
善
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
厳
し
い
経
営
状
態
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
努
め
、
今
後
も
地
域

に
根
ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
町
立
病

院
を
目
指
し
、
健
全
経
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
万
部
高
等
学
校
制
服
購
入
費

補
助
は
、
新
入
学
生
の
保
護
者
三

十
三
人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
百
六

十
三
万
八
百
八
十
四
円
を
四
月
二

十
五
日
に
委
任
払
い
に
よ
り
制
服

納
入
業
者
に
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
長
万
部
高
等
学
校
通
学

費
補
助
は
、
黒
松
内
町
、
八
雲
町

及
び
森
町
の
通
学
者
二
十
五
人
か

ら
申
請
が
あ
り
、
二
百
九
十
九
万

七
百
五
十
円
の
支
給
決
定
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
公
立
大
学
及
び
東
京

理
科
大
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の

給
付
や
貸
付
け
は
、
国
公
立
大
学

生
五
名
か
ら
申
請
が
あ
り
、
奨
学

金
運
営
委
員
会
を
開
催
し
給
付
等

の
決
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
五
月
末
現
在
の
火
災
件
数

は
二
件
で
、
Ｊ
Ｒ
鉄
道
用
地
と
字

国
縫
海
浜
地
で
野
火
が
二
件
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
救
急
件
数
は
百
七
件
、
搬
送

人
員
は
百
一
人
で
、
急
病
が
五
十

七
件
、
交
通
事
故
が
八
件
、
一
般

負
傷
が
七
件
、
そ
の
他
転
院
搬
送

な
ど
が
三
十
五
件
で
、
う
ち
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
が
三
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
の
事
業
で
は
、
春
の

全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
街
頭
啓

発
・
町
内
全
域
に
百
二
本
の
の
ぼ

り
を
設
置
、
署
員
に
よ
る
防
火
広

報
、
ホ
テ
ル
や
大
型
店
舗
な
ど
不

特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
施

設
の
防
火
査
察
を
実
施
し
た
ほ
か
、

一
般
世
帯
に
お
け
る
防
火
指
導
を

行
い
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適

正
設
置
や
早
め
の
更
新
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
消
防
団
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で
団
員

五
名
が
退
団
、
四
月
一
日
付
け
で

二
名
が
入
団
し
、
現
在
の
団
員
数

は
、
基
本
団
員
が
百
九
名
、
女
性

団
員
が
十
八
名
、
機
能
別
団
員
が

二
十
名
で
、
計
百
四
十
七
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
に
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た

消
防
車
両
の
過
積
載
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
町
消
防
本
部
が
所
管
す

る
消
防
車
両
十
四
台
を
検
査
計
測

し
た
と
こ
ろ
、
救
急
車
を
含
む
十

二
台
の
車
両
に
過
積
載
並
び
に
車

両
重
量
の
超
過
が
判
明
い
た
し
ま

し
た
。
過
去
に
お
い
て
、
事
故
や

業
務
上
支
障
を
き
た
す
事
態
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
長
期
に
わ
た
り

過
積
載
が
常
態
化
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
安
全
を
守
る
消
防
機
関
の

車
両
管
理
と
し
て
は
不
適
切
で
あ

り
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
救
急
車
三
台
・
消
防
車

一
台
の
校
正
が
終
了
し
順
次
法
令

に
適
合
さ
せ
、
適
正
に
運
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

共
下
水
道

　
　
　
事
業

公
ス
事
業

ガ

道
事
業

水
院
事
業

病
育
関
係

教

防
関
係

消

設
関
係

建
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北海道新幹線情報２０１９年度

　シャクシャインロード事業では、「シャクシャインの戦い」（1669年）による動乱期の中で犠
牲になった、アイヌ・和人双方に対して慰霊の意を示す記念の旗を制作します。制作に当たって、
白老町、みんなの心つなげる「巨大パッチワーク」の会（白老町）、アイヌ刺繡チセの会（長万
部町）の御協力を得て、「巨大パッチワーク」を作ることになりました。お送りいただいた作品
は、「巨大パッチワーク」で作る慰霊旗の１ピースとして使用します。
　350年の節目に、町民みんなで慰霊旗作りに参加しませんか？
　なお、完成した旗は、シャクシャインの戦いの主戦場だった長万部町から、シャクシャインゆ
かりの新ひだか町までの記念リレーで使用される予定です。
◆募集要件
　・一人一枚（複数枚でも提供ＯＫ！）
　・参加申込書は役場新幹線推進課、学習文化センター、福祉センター、
　　町民センター、ほか町ホームページで配布しています。
　・布のサイズは20㎝角（縫い代2.5㎝を含む）。アイヌ文様、お名前、
　　日付は中央15㎝以内に入れてください。
◆アイヌ文様刺しゅう等について
　・刺しゅうを施さないピース（木綿布）の提供も受け付けています。
　・お名前、作成した日付を刺しゅうかペンでお入れください。
　・アイヌ文様刺しゅうを希望する方は、役場新幹線推進課、学習文化センター、福祉センター、また
　　は町ホームページにて図案を配布しているので、お好きな図案を用いて刺しゅうを施してください。
◆送付締め切りについて
　・ピース及び参加申込書を同封し、ご提出願います。（郵送可）
　・令和元年７月26日㈮必着となります。
◆提出窓口・問合先
　新幹線推進課（庁舎２階）　TEL.（01377）2-2450

◆講習会
◎パッチワークにアイヌ文様を施したい方の講習会を実施します。
　●日　時　　第一回　７月２６日（金）　１３時３０分～（４０名程度）
　　　　　　　第二回　７月２７日（土）　９時～　　　（４０名程度）
　●場　所　　多目的活動センターあつまんべ（字長万部３６－２）
　（参加無料・予約不要、ハサミを各自持参してください。布、刺しゅう糸は講習会場にて用意します。
　　ご自分の針、刺しゅう糸の持ち込みOK！）
　※刺しゅうの難しい小学校低学年、高齢者向けに切り絵の文様作りプログラムもご用意しています
（数量限定）。お気軽にお越し下さい。
◎縫い合わせ作業に参加していただけるボランティアを募集しています。
　ご興味のある方は、新幹線推進課（担当：中村）までお問合せください。

シャクシャインロード事業
「巨大パッチワーク」による慰霊旗の制作に参加しませんか？

◆アイヌ文様刺しゅうの方法について
　詳しい制作方法について、長万部町役場ホームページでも配信しています。
※町のトップページの「シャクシャインロード事業」バナーからもアクセスできます。
　http://www.town.oshamambe.lg.jp/modules/politics/content0358.html
　①ホームページにアクセスして、始めに「慰霊旗制作について」
　　の資料をお読みください。
　②文様図案
　　ホームページからお好きな文様を選んでダウンロード、印刷
　　をし、縫い方の資料や動画を参考に刺しゅうしてください。
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２０㎝四方の
木綿布

（縫い代2.5㎝を含む）

完成イメージ（白老町で作られた巨大パッチワーク）



保健師担当
地区一覧

地　　区 保健師
静狩・蕨岱・知来・大峯・双葉・陣屋町・元町
本町・新開町 中村

豊津・豊野・大浜・曙町・温泉町・高砂町
共立・栄原・富野 澤口

茶屋川・国縫・平里・花岡・中の沢・大町
南栄町・栗岡・美畑・旭浜 池田

がんや生活習慣病は年々増えており、若い世代でも増えています。
病気の変化や発症を早期に見つけるためには、自覚症状がないうちに検診を受けることが不可欠です！
健康で楽しく毎日を送るため、1年に1度は必ず検診を受けましょう！！

長万部町役場内　ふれあい健康センター

※ がん検診無料クーポン券対象者は無料です。（対象者は、誌面で確認してください）

７月２２日（月）～８月１６日（金）まで

・受けたい検診と、検診日、時間を予約申し込みしてく
ださい。

・各時間定員は２５名です。
・胃がん検診、特定健診・後期高齢者健診を受ける方は、

前日夜８時以降飲食できません。
　（朝の薬は飲んでから検診できます）

日　時

会　場

申し込み

対象者と料金・内容

◆対　者：町民の方で下記の生年月日の方

今年度の対象の方は、下記の生年月日の方です。
８月のがん検診では、胃・肺・大腸・前立腺がん検診で無料クーポン券を利用できます！
無料クーポン券対象の方はこの機会に是非ご利用ください！

年　齢 生年月日 対象となるがん検診
２０歳 平成１０年４月２日～平成１１年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

２５歳 平成５年４月２日～平成６年４月１日
３０歳 昭和６３年４月２日～平成１年４月１日
３５歳 昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日
４０歳 昭和５３年４月２日～昭和５４年４月１日

乳
が
ん
検
診

（
女
性
）

胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
検
診

（
男
女
）

４５歳 昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日
５０歳 昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日 前

立
腺

が
ん
検
診

（
男
性
）

５５歳 昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日
６０歳 昭和３３年４月２日～昭和３４年４月１日

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。 24 時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ こ は
５８－０

お しゃまんべ
４８

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24
医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

◆令和元年度　がん検診無料クーポン券のお知らせ◆

８月の

検　診 がん検診・特定健診・健康診査・肝炎検査を実施します

検診日 受付時間

８月２４日（土）

検診は時間予約制です
　　午前６時３０分～　７時００分
　　午前７時３０分～　８時００分
　　午前８時３０分～　９時００分
　　午前９時３０分～１０時００分

検診名 対象者 料金 検査の内容
胃がん検診

４０歳以上の町民
１,６００円 胃バリウム検査

肺がん検診 ４００円 胸部レントゲン検査
大腸がん検診 ４００円 便潜血反応検査

前立腺がん検診 ５０歳以上の町民で男性 ６００円
血液検査肝炎検査

（Ｂ型・Ｃ型肝炎）
４０歳以上の町民で、過去に１度も検査を受け
たことがない方 ７００円

特定健診 ４０歳以上の国保加入者対象者には受診券が発
行されます

無料
身体測定・腹囲測定
血圧測定・尿検査

血液検査・医師の診察後期高齢者検診 後期高齢者医療受給者
健康診査 生活保護受給者
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　エキノコックス症は、エキノコックスという寄生虫によって
主に肝臓がおかされ、放っておくと肺や脳に病巣が転移したり、
命にかかわることもあります。
　小学校３年生以上を対象に検診（血液検査）を実施します。
　検診は、５年に１度受けましょう。

保健福祉課保健師に申込み後、病院へ検
診日の予約をして下さい。
予約電話番号：０１３７－６３－２１８５（代表）

保健福祉課保健師に申込み後、病院
へ検診日の予約をして下さい。
検診日の予約電話番号：
　　　　０１４２－２３－２２１１（内線２２１）

無料クーポン券（乳がん･子宮がん）の対象の方は、
　　　　　　　　　　　　是非この機会にご利用下さい。

乳 が ん 検 診：４０歳以上の町民で女性の方
子宮がん検診：２０歳以上の町民で女性の方
　※２年に１回の検診となりますので、昨年受
　　けていない方が対象です。

乳がん検診　４０歳代  　　　　１,８００円
乳がん検診　５０歳以上  　　　１,５００円
子宮がん検診（頸部）  　　　　１,６００円
子宮がん検診（体部）　　　　　　７００円
骨粗しょう症検診　　　　　　　　２００円

①保健福祉課　保健師に受診券を申請する。
②病院に、検診日時の予約をする。
③予約日に、受診券かクーポン券を持って受診
　する。
④検診後病院の会計にて検診料金を支払う。

★対象者

★検診料金

★検診の申込み

☆健診日時：７月１６日（火）　１３：００～１３：３０
☆対 象 者：１歳６か月児健康診査
　　　　　　　平成２９年１１月２２日～平成３０年１月１６日生まれ
　　　　　　３歳児健康診査　　　　　　　
　　　　　　　平成２８年５月１日～平成２８年６月３０日生まれ
　　　　　　５歳児健康診査
　　　　　　　平成２６年５月２２日～平成２６年７月１６日生まれ

※対象者には個別通知をします。通知がない場合はご連絡をお
　願いします。

１歳６か月児・３歳児・５歳児

健診対象のお子さん

保健福祉課健康推進室健康推進係（保健師）
☎２－２４５４

記載事項のお申し込み・お問い合わせは

☆対　象　者　小学校３年生以上で平成25年より以前から検
　　　　　　　診を受けていない町民の方
☆申込み受付　７月４日（木）～７月２９日（月）
☆検 診 日 時　７月３１日（水）
　　　　　　　　　午前１１時～１１時３０分
☆検 診 場 所　長万部町立病院
☆検 診 料 金　無　料

７月の検診

◆長万部町立病院◆

◆八雲総合病院◆

◆伊達赤十字病院◆

乳がん検診・子宮がん検診を実施します
エキノコックス症
検診を実施します

乳がん検診
骨粗しょう症検診

火・金曜日
　午前１０時３０分～
　　　受けたい検診日の７日前までに健康
　　推進係に予約してください。
　　　病院への予約は必要ありません。

乳がん検診 ①月～金曜日→１０：００～

子宮がん検診
①月・火・木・金曜日→８：４５～１１：３０
　※予約は必要ありません、検診実施日
　　に直接受診可能です

乳がん検診 ①月～金曜日→８：３０／９：３０
②水･木曜日→１３：３０

子宮がん検診 ①月　曜　日→１３：３０
②火～金曜日→８：３０／９：３０

●日　時　８月８日（木）１３：３０～１５：３０
●場　所　八雲保健所
　　　　　八雲総合病院精神科医師が担当
　◇予約が必要です（前週の金曜日まで）。

事前に八雲保健所に連絡してください。
　◇申込みの際、保健所保健師が相談内容の概要についてお聞

きします。
　　北海道八雲保健所（TEL：0137－63－2168）

こころの相談あります
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長
万
部
の

コ
ー
ナ
ー

教
育

今
、
学
校
で
は

育
ち
合
う
心

い
ず
み
保
育
園

　
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
あ
る
長
万
部
剣
武
館

が
、
６
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
43
回
北
海
道
道

場
少
年
剣
道
大
会
（
兼
全
国
大
会
予
選
）
を
突
破

し
、
７
月
29
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
第

54
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
の
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
出
場
選
手
は

福
澤
漣
太
さ
ん（
静
狩
小
４
年
）

佐
藤
海
空
さ
ん（
長
万
部
小
５
年
）

木
戸
惟
愛
さ
ん（
同
）

角
田
健
瑠
さ
ん（
同
）

目
時
結
さ
ん（
島
牧
小
５
年
）

の
５
名
で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
運
動
会
で
用
具
係
を
し

て
く
れ
る
の
は
、
年
長
組
で
あ
る

ゆ
り
さ
ん
の
担
当
で
す
。
『
先
生
、

こ
れ
も
運
ぶ
？
』
と
積
極
的
に
お

仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
ゆ
り
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
た
姿

を
思
い
出
し
、
今
年
は
自
分
た
ち

が
そ
の
役
目
を
果
た
せ
る
事
に
喜

び
を
感
じ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
流
れ
か
ら
か
、
午

睡
前
に
職
員
が
お
布
団
を
敷
い
て

い
る
と
、
『
お
手
伝
い
す
る
！
』

と
お
布
団
敷
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
当
番
の
お
仕
事
も
大
好
き
な
ゆ

り
さ
ん
で
す
が
、
決
め
ら
れ
た
お

仕
事
で
は
な
く
自
分
達
か
ら
そ
う

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
事
に
成

長
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
姿
を
、
小

さ
い
子
達
が
憧
れ
の
気
持
ち
で
見

つ
め
て
い
ま
す
。
一
歳
か
ら
六
歳

の
仲
間
達
、
毎
日
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
の
事

を
思
う
気
持
ち
が
育
ち
合
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

剣道スポーツ少年団
（長万部剣武館）
～全国少年剣道大会出場！～●就学援助制度とは…

　お子さまが、小・中学校に通学するうえで、
経済的な理由によりお困りの方に対し、学校給
食費・学用品費・修学旅行費などが支給されま
す。

●特別支援教育就学奨励費とは…
　国の補助に基づき小・中学校の特別支援学級
に在籍するお子さまがいる家庭に、奨励費の支
給を実施するもので、学校給食費・学用品費・
修学旅行費などが支給されます。学用品費の支
給には領収書またはレシートの提出が必要とな
りますので保管しておいてください。

（新１年生の準備用学用品も対象となります。）

【お問い合わせ先】
教育委員会事務局
学校教育係
（☎２－２７４８）
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平
日
の
新
し
い
習
慣

静
狩
小
学
校
長

三
　
宅
　
貴
　
裕

　
今
年
は
令
和
の
新
た
な
時
代
を

迎
え
る
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

平
日
の
生
活
時
間
帯
の
中
に
新
し

い
習
慣
を
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。

　
一
九
九
五
年
と
そ
の
翌
年
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
旅
行
に
出
か

け
た
時
の
こ
と
で
す
。
シ
ド
ニ
ー

を
中
心
に
全
く
同
じ
ル
ー
ト
を
二

年
続
け
て
訪
れ
ま
し
た
。
一
年
目

は
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
ル
ー
ト
の
見
通
し

を
も
ち
、
翌
年
は
同
じ
ル
ー
ト
を

ガ
イ
ド
さ
ん
な
し
で
訪
れ
る
と
い

う
計
画
で
す
。

　
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
に
も
レ
ス
ト

ラ
ン
で
食
事
を
注
文
す
る
の
に
も

拙
い
英
語
で
や
り
と
り
を
し
な
が

ら
目
的
を
実
現
す
る
喜
び
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
相
手
の
話

し
た
英
語
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
口
調
ま
で
鮮
明
に
記
憶
さ
れ
ま

し
た
。
具
体
的
な
場
面
や
光
景
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
結
び
つ
く
と
は
じ

め
て
聞
く
単
語
で
も
す
ん
な
り
理

解
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
が
過
ぎ
、

英
語
か
ら
全
く
離
れ
た
生
活
を
過

ご
し
て
き
た
こ
と
か
ら
ラ
ジ
オ
の

基
礎
英
語
講
座
Ⅱ
と
Ⅲ
を
テ
キ
ス

ト
な
し
で
聞
き
流
す
時
間
を
つ
く

り
ま
し
た
。
こ
の
学
習
法
は
元
福

岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
で
一
〇
七

歳
ま
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ

た
昇
地
三
郎
氏
の
著
書
『
一
〇
〇

歳
時
代
を
生
き
ぬ
く
力
』
で
紹
介

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
開
始
当
初
は
、
発
音
の
曖
昧
さ

や
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
ず
、
全
く
内
容
が
理
解
で

き
な
い
状
態
で
し
た
が
、
続
け
て

い
く
う
ち
に
音
声
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
て
い
く
だ
け
で
何
と
な
く

意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
全
部
わ
か
ら
な
く

て
も
、
一
日
に
一
つ
で
も
二
つ
で

も
聞
き
取
れ
た
範
囲
で
ポ
イ
ン
ト

を
メ
モ
す
る
だ
け
で
も
結
構
な
量

の
記
録
に
な
り
ま
す
。

　
昇
地
氏
は
海
外
で
も
活
躍
さ

れ
、
韓
国
の
建
陽
大
学
で
は
ハ
ン

グ
ル
語
の
み
で
講
演
さ
れ
る
ま

で
に
な
り
、
九
五
歳
か
ら
中
国

語
、
一
〇
〇
歳
か
ら
ロ
シ
ア
語
、

一
〇
一
歳
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

一
〇
二
歳
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
習

得
を
同
様
の
学
習
法
で
続
け
ら
れ
、

自
身
の
最
高
の
健
康
法
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
著
書
の
中
で
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
習
慣
を
取
り
入
れ
た
こ
と

で
新
し
い
計
画
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
に
三
回
目
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
旅
行
を
ガ
イ
ド
さ
ん
な

し
で
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

長万部中学校 静狩小学校
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５月２５日　運動会
静狩ソーラン魂　７名で頑張る４月１５日　授業参観

５月２５日　運動会
地域の皆さんと共に綱引き５月２４日　校内陸上競技大会

５月２５日　運動会
閉会後がんばった７名で記念写真６月１２日　３年生見学旅行発表会



今月の記念日

７月２５日は

　　　「最高気温記念日」
　１９３３年山形県山形市で４０.８度を記録したこ
とに由来します。その後も記録は更新されましたが、
２０１８年埼玉県熊谷市で４１.１度まで上昇。日本の
最高気温記録となりました。

「Ｂ＆Ｇ会長杯長万部町少年水泳大会＆プール祭り」を開催
●と　き　　７月２０日（土）　9：30　水泳大会　10：30　プ－ル祭り
●ところ　　Ｂ＆Ｇ海洋センタ－（一般の方は午後１時から利用できます）
●内　容　　※オ－プン競技/ビート板キック　　
　　　　　　※競泳種目/クロ－ル２５ｍ　平泳ぎ２５ｍ　背泳ぎ２５ｍ　他
　　　　　　※プール祭り/ノ－タッチボ－ルゲ－ム　水辺の安全教室　水辺の安全カルタを行います。
●対　象　　小中学生及び高校生・大学生
●申し込み　※後日チラシを学校・高校・東京理科大学に配布いたします。
　　　　　　※チラシにある参加申込書に記入の上、教育委員会社会教育係へ７月１６日（火）まで
　　　　　　　に提出してください。

７月２７日　ふれあい広場で
「赤い羽根の募金活動」をおこないます。

10：30　福祉センタ－集合
６
月
は
施
設
に

　
　

花
植
え
を
し
ま
し
た
。

Ｂ＆Ｇ財団より広報

　水辺の事故は毎年１４００件を超え、特に夏休み期間と
なる７月～８月は多く発生しています。
　しかしながら、水辺の活動は、自然環境への興味関心が
高まり、五感を強く刺激することによるリフレッシュ効果
もあるなど高い教育効果があることもわかっています。
　“危険だから”と水辺から遠ざけるのではなく、子供た
ち自身が「自分の命は自分で守る」意識と技能を身につけ、
様々な活動を通じて「生きる力」を伸ばしていくことも大
切な経験といえます。
安全に水辺の活動を楽しむために・・・
　・水辺遊びに行く前に「天気予報を確認」
　・水辺で遊ぶときは「ライフジャケットを着用」
　・水辺で遊ぶときは「一人で行かずグル－プで」
　・溺れている人を見つけたら「飛び込まず助けを呼ぶ」
　・水に落ちてしまったら「あわてず、浮いて助けを待つ」
　　各家庭でル－ルを決め、安全に水辺の活動を楽しむ
　　ように心がけてください。

※問い合わせ　Ｂ＆Ｇ財団企画部広報課
℡０３－６４０２－５３１３

ボランティア少年団は

ふれあい広場と協賛で実施。

夏休み　水辺の事故を防ぐために

夏休み期間中、Ｂ＆Ｇ海洋センタ－は

　月曜日も開館します。１０：００～１７：００ 第２回いきいき大学

●と　き　７月２７日（土）１０：３０
●ところ　福祉センタ－講堂
●講　師　辻村達夫　氏（札幌市）
●演　題　
　「フォ－クソングで　いきがいづくり」
　　※後日老人クラブ等を通じて
　　　お知らせします。
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ふとしたら

　　　言葉が刃に　変化する

● 長万部中学校　小川　史華さん

春のプログラム「里山の恵みを食べよう！」　

　６月３日に町民ゲ－トボ－ル場で、第38回長万部町長杯ゲ－トボ－ル大会を開催しました。
　長万部町２チ－ム、せたな町２チ－ム、今金町・八雲町・黒松内町が各１チ－ムの７チームが
集まりト－ナメント戦を行いました。優勝は長万部Ａチームとなりました。大会結果は下記のと
おりです。
団体トーナメント　優　勝　長万部Ａチーム
　　　　　　　　　準優勝　長万部Ｂチーム
　　　　　　　　　第３位　せたなＡチーム
　　　　　　　　　第３位　せたなＢチーム
敗者交流戦　　　　１　位　今金チ－ム
　　　　　　　　　２　位　八雲ゲ－トボ－ルチ－ム
　　　　　　　　　３　位　黒松内チ－ム

長万部・せたな・今金・八雲・黒松内から７チーム参加！
町長杯ゲートボール大会

　５月26日（日）に春のプログラム「里山の恵みを食べよう！」を実施しました。お天気は良すぎるく
らいの快晴！熱中症に気をつけながら、地域の方たちと一緒に里山を散策。「とんぼだぁ！」「これ
はなに？」と子どもたちは色んなことに興味深々。自分の身長に近いくらいのフキにびっくりしたり、
三つ葉やウド、ヨモギやセリなど、たっくさん採りました。いっぱい歩いた後は、採れた山菜を食べ
てみよう！と食べられる山菜かチェックしてもらって天ぷらにしました。初めて食べる子もいて、ドキ
ドキしながらパクリ。「おいし～い！」とみんな夢中でパクパク。こんなに食べるんだと驚きました。
自分で採ったものだから、より美味しく感じたのかな？（※ｰ※）参加してくれた子からは、「山菜と
るの楽しかった！」「おもしろかった！」といろいろ聞かせてくれました。今後も、大人子ども関係な
く、いろんな人と関わりながら、一緒に様々な体験ができるようなプログラムを企画していきます。
今回も様々な場面でご協力いただき、実現することができました。

ありがとうございました。（officeごえん　中野美貴）
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№２５５ コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

【はしっこ同盟】豊浦町・黒松内町の情報コーナー№２

今　金　町

豊 浦 町 黒松内町

八雲町八雲地域八雲町熊石地域

せたな町大成区 せたな町瀬棚区せたな町北檜山区

～緑に包まれた心地よい自然の中で～ ～講演会～

～温泉入浴無料サービス！～ ～７月１３日（土）オープン！～

● 『ピリカまつり　～ピリカへ大集ＧＯ！～』 ●
● くまいしパークゴルフ場 ● ● 「多才な美術家、根本勲について」 ●

●天然豊浦温泉しおさい ● ● ビーフ天国まるっと黒松内２０１９●

● がっぱり海の幸フェスタinわっためがして大成 ●
● 『きたひやま温泉まつり』 ● ● 『三本杉海水浴場』 ●

　クアプラザピリカを拠点にして、今金産黒

毛和牛などの地場産品の販売を行い飲食も

できます。

　また、美利河ダムの見学会、ダム湖のカ

ヌーツーリング、木工品づくり、

ピリカ遺跡での疑似発掘体験等、ピリカなら

ではの体験が楽しめます。

ぜひ、この日は美利河で家族と一緒の大切な

時間を過ごしてください。

◎日　時　８月４日（日）午前１０時～午後３時（予定）

◎場　所　クアプラザピリカ周辺

【お問い合せ先】

　同実行委員会

（クアプラザピリカ内 ☎0137-83-7111）

　「くまいしパークゴルフ場へようこそ！」

　熊石道南休養村エリアにある「くまいし

パークゴルフ場」は、コース面積16,700㎡、ひ

らたないコースと日本海コースの計18ホール。

　戦略的かつ手応えのあるコースは、親子連

れから熟練者まで楽しめます。

◆くまいしパークゴルフ場

◎利用時間　日出から日没まで

◎利用料金　1日券300円、シーズン券12,340円

◎定 休 日　毎月第2、第4月曜日

【問い合わせ先】

　熊石総合支所産業課

（☎01398-2-3111）

　木彫り熊資料館企画展「俺
おれ

志
し

化
げ

～根本勲

と柴崎重行」で展示している根本勲について、

また八雲の木彫り熊の歴史についての講演

会を開催します。

◎開催日時　7月13日（土）　午後2時～3時

◎開催場所　公民館2階集会室

【申し込み・問い合わせ先】

　八雲町郷土資料館　（☎0137-63-3131）

　Mail：museum@town.yakumo.lg.jp

　その名のとおりアワビ・ウニなどの地元の

新鮮な海産物が“がっぱり”堪能できる「せ

たな町三大イベント」第２弾！

　恒例のヒラメつかみどりや、あわびもちま

き、豪華景品がもらえるわっためがしてビン

ゴ大会などのイベントが盛り沢山。

◎日　時　７月２７日（土）１１時～

【問い合わせ先】

　せたな観光協会　（☎0137-84-6205）

温泉まつりならではの入浴無料サービスや、

豪華景品が当たるビンゴゲーム大会、特産市

など催し満載です。

◎日　時　７月１９日（金）１６時～２１時

◎場　所

　温泉ホテルきたひやま前特設会場

　（雨天時は「ふれあいプラザ」）

【問い合わせ先】

　温泉ホテルきたひやま

（☎0137-84-4120）

　せたな町の名勝「三本杉岩」を間近に望む
海水浴場。バリアフリー海水浴場として、砂
浜でも利用できるバギー型や、そのまま海に
入れるタイプの「２種類の車いす」が無料でレ
ンタルできます。
　なんといってもキャンプもできちゃいます
ので、サンセットビーチでゆったり、のんびり
できます。
　海開き当日は１０時から安全祈願祭、その
後もちまきも行われます。
◎開設期間
　キャンプテント１張１,０００円・ターフ１張
５００円（支払いの際にお渡しするステッカー
があれば１シーズン利用可）
【問い合わせ先】
　せたな観光協会　（☎0137-84-6205）

　黒松内町の一大イベントのビーフ天国まるっと黒松内２０１９が開催さ

れます。

　２７日の前夜祭では黒松内音頭パレードなどの他、約５００発の花火が

夜空をきれいに彩り、２８日の本祭では、黒松内町産黒毛和牛を会場内

に設置された焼肉コーナーで楽しむことができ、子供向けのアトラクショ

ンも多数用意しておりますので皆様の御来場お待ちしております！

※お肉は引換券にてお買い求めいただけます。お得な前売り券も御用

意しておりますので、詳しくは下記までお問い合わせください。

●日時・場所

　７月２７日（土）前夜祭　１７：００～２１：００／黒松内町役場裏駐車場

　７月２８日（日）本祭　９：００～１４：００／黒松内町運動公園（町営野球場）

【お問い合せ先】

　ビーフ天国まるっと黒松内実行委員会事務局（黒松内町役場産業課）

　☎０１３６－７２－３８３５

　大きな客船のような外観の大浴場は、源泉かけ流しで、噴火湾を

眺めることができます。隣には、道内屈指のキャンプ場もあり、温泉

総選挙２０１８年のファミリー部門で全国２位に輝きました。

　広 と々した開放感たっぷりの大浴場で、日頃の疲れを癒しませんか。

　また、毎月２６日は風呂の日感謝Dayとして、大人３００円で入館でき

ます！

●入 館 料　大人５００円

●入浴時間　午前１０時から午後９時（午後８時３０分までに入館）

【お問い合せ先】

　天然豊浦温泉しおさい（☎0142－83－1126）
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●トマトハウス栽培及び収穫状況について

●片山さつき大臣が視察に来られました

●札幌駅南口ビアガーデン「サツエキ☆夏酒場」に「ENRICH TOMATO」が採用！

　２棟目トマトハウスは、５月下旬に二作目の定植（作付け）を
終え、順調に生育を続けています。写真は長万部町の観光ポス
ターの撮影もなさっているセブンイレブン元町店オーナー辻様に

撮影頂いた写真です
　１棟目トマトハウス
では、カラー（オレン
ジ千果、トスカーナバ
イオレット）を含む三
作目の収穫中です。三
段目果房以上となり、
右写真の様に熟し、味

の濃さも出てきたため、ブランド品「ENRICH TOMATO」で
の出荷中です。

　６月１６日（日）に、片山さつき内閣府特命担当大臣（地方創
生等担当）が、長万部アグリのハウスの視察に来られました。
「全国で高糖度のトマトを食べている」という大臣は、ハウス
に入って当社のトマトを食べるなり、「これは、甘い！本当に
フルーツみたい！」と言って下さいました。

　６月１７日（月）から８月２５日（日）まで札幌駅南口広場で開催されているビアガーデンのグランドメニュー
に、「ENRICH TOMATO」をふんだんに使ったピザが「おすすめ品」として登場しております。初日の
メディアプレヴューでは、「長万部町が東京理科大学と連携して行なっている地方創生事業」から産まれた
産品であることがＰＲされました。
お問い合せについては、以下までお願いします。
トマト事業関連 ： 長万部アグリ株式会社　　☎ 070－4800－6833
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交 通 安 全 コ ー ナ ー の～んびりいこうや北海道

防災の大切さを体験して学ぼう

夏の交通安全運動

おしゃまんべ消防フェス２０１９

観光や夏型レジャー等に伴う事故防止や自動　
二輪車による事故防止と飲酒運転根絶を図る　
ための活動等を推進。

　今年も消防フェス２０１９を上記の日程で開催します。昨年同様各種体験（消防車の乗車・放水・煙・消火
器・ＡＥＤ）等のイベントを予定しています。また、参加者には無料で焼き鳥、焼きそば等の引換券をご用意
しています。夏休みの思い出作りに家族揃って消防署までお越し下さい。

※食べ物コーナーは数に限りがありますので、お早めにお越し下さい。
　　火災・災害発生時は中止とさせていただきます。（雨天時一部変更もあります）

●飲酒運転根絶
●子供と高齢者の交通事故防止
●スピードダウンと居眠り運転の防止

【日　時】７月11日（木）午前10時30分から
　　　　　※ 雨天中止
【場　所】国道５号線バイパス
　　　　　　高森石油(株)向の海側、
　　　　　　　　　　　役場庁舎裏の２箇所
　　　　　※最寄りの場所でご参加ください

～みんなで参加してドライバーに
　　　　　　安全運転を呼びかけましょう～

毎月１５日は「道民交通安全の日」・７月１３日（土）は飲酒運転根絶の日

７月１１日（木）～７月２０日（土）

・と　き　　令和元年　８月３日（土）
　　　　　　　午前１０時００分～１１時３０分
・ところ　　長万部町消防本部前

・・・期 別 運 動 の 視 点・・・ 街頭啓発（旗の波運動）
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【毎日の備えが、明日へ繋がる】

～ハザードマップを確認しましょう～
危険な場所、知っていますか？

　災害はいつ起きるかわかりません。いざという時に
備えて、事前に危険な場所を知っておく必要がありま
す。
　津波が押し寄せる場所、河川が氾濫する場所、崖崩
れなどの土砂災害がおきる場所などありますが、それ
ぞれの危険区域について示した地図が「ハザードマッ
プ」です。
　「ハザードマップ」は、長万部町ホームページでも
公開しておりますので、皆さんのお住まいの地域にど
んな危険があるのか、事前に確認しておきましょう。

長万部町ホームページ
　　http://www.town.oshamambe. lg.jp/
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採用資格試験の受付開始

～誰かの笑顔を守る。そんな仕事がある～

渡島・檜山管内町職員

令和元年度防衛省・自衛官等の募集について

令和２年度渡島・檜山管内町職員採用資格試験が、次のとおり実施されます。
■試験区分　一般事務職の初級・上級
■受験資格　○初　　級　平成１０年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者
　　　　　　○上　　級　平成元年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者
■試 験 日　９月２２日（日）
■試験会場　公立はこだて未来大学・乙部町民会館
　　　　　　※受験しやすい試験会場を選んでください。
■申込方法　役場総務課に試験案内と申込書を用意しておりますので、必要事項を記入の上、７月３１日（水）
　　　　　　までに同課へ提出してください。
■そ の 他　来年度、長万部町では一般事務職の初級・上級問わず２名の採用を予定しています。
【お問い合わせ・申込先】
　　　　　　〒０４９－３５９２　山越郡長万部町字長万部４５３番地１
　　　　　　長万部町役場　総務課総務係
　　　　　　（☎０１３７７－２－２４５１）

○２０１９年度第２回北海道警察官採用試験実施日程等
　ア　採用予定人員　２００名程度
　　　　男性Ａ区分３０名程度、女性Ａ区分１０名程度

※Ａ区分：学校教育法による大学（短期大
学を除く。）等を卒業した方

（２０２０年３月末までに卒業見込みの
者を含む。）

　　　　男性Ｂ区分１１５名程度、女性Ｂ区分４５名程度
　　　　※Ｂ区分：Ａ区分以外の方

イ　年　齢
昭和６２年４月２日から平成１４年４月１日までに

生まれた者
ウ　受付期間　７月１日（月）から８月２０日（火）まで
エ　第１次試験日
　　　９月１６日（月・祝）
　　　※第１次試験は、八雲警察署内で受験できます。
オ　第２次試験日
　　　１０月中旬から１１月上旬

詳しい説明及び受験手続き(志願書類など)は、自衛隊函館地方協力本部今金地域事務所までご連絡ください。
電話（０１３７）８２－０２５８　メールでの資料請求は、recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp　へ

募集種目 資格 受付期間 第１次試験日 第２次試験日

一 般 曹 候 補 生 １８歳以上
３２歳未満の者 ７月１日～９月６日

９月２０日～２２日
（いずれか１日） １０月４日

航 空 学 生

高卒（見込含）
２１歳未満の者

９月１６日 １０月１５日～２０日
防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

９月５日～９月３０
１０月２０日 １１月３０日

１２月１日
防 衛 医 科 大 学 校 学 生 １０月２６日・２７日 １２月１１日～１３日
防 衛 大 学 校 学 生 ( 一 般 ) １１月９日・１０日 １２月１０日～１４日
防 衛 大 学 校 学 生
( 推 薦 ・ 総 合 選 抜 ) ９月５日～９月９日 ９月２８日・２９日（推薦）

９月２８日（総合選抜）
１１月２日・３日
（総合選抜）

募集種目 資格 受付期間 試験日(いずれか1日)

自衛官候補
男子 １８歳以上

３２歳未満の者
令和元年度高校卒業者は
７月１日以降受付開始

他は年間を通じて行っております
一般者試験：９月７日～９日、９月１６日（内１日）
新卒者試験：９月２８日～３０日（内１日）女子

第２回北海道警察官募集中！
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手をつなぐ育成会会員募集について

介護保険料率の変更について

　知的障がいのある方（療育手帳を受けている方）とその家族、その支援者で作る団体で、長万部町の事務
局は社会福祉協議会にあります。

●道内研修会等の周知と補助
　会員へ道内、各研修・交流会のお知らせと参加旅
費等の補助

●町内（総会・新年会）
　親睦会を兼ねた新年会を開催

●イベント参加（納豆販売）
　会のPRと活動費増を目的に倶知安町の障がい者
施設で製造の納豆を販売

　役場保健福祉課へご相談ください。

　長万部手をつなぐ育成会
　山越郡長万部町字長万部413-1
　長万部町福祉センター（社会福祉協議会内）
　　☎01377-6-7711　FAX 01377-6-7722

手をつなぐ育成会とは

活　動　内　容 療育手帳の相談は

【その他、お問い合わせ先】

　令和元年度から令和２年度までの介護保険料の第１段階から第３段階の保険料率を令和元年１０月の消費
税１０％への引き上げに合わせ、更なる軽減強化を行うため、下記のとおり変更します。
　なお、第４段階から第９段階までの保険料率については、変更はありません。

※基準額は66,000円

【お問い合わせ先】保健福祉課介護支援係（☎２－２４５４）

　昨年は本人の会全道交流会・研修会が倶知安町
で開かれ「羊毛フェルト体験、木工体験、アイス
クリーム作り体験など」の分科会に分かれ全道の
仲間たちと楽しい交流会が開かれました。

段　階 対　　　　象 保険料率
保　険　料　額

（ 年 額 ） （ 月 額 ）

第１段階 世帯員

全員が

町民税

非課税

老齢福祉年金を受けている人又は生活保
護受給の人 （新）基準額×0.375

（旧）基準額×0.45
（新）24,800円
（旧）29,700円

（新）2,067円
（旧）2,475円前年の本人合計所得＋課税年金収入が

80万円以下の人

第２段階 前年の本人合計所得＋課税年金収入が
80万円を超え、120万円以下の人

（新）基準額×0.625
（旧）基準額×0.75

（新）41,300円
（旧）49,500円

（新）3,442円
（旧）4,125円

第３段階 前年の本人合計所得＋課税年金収入が
120万円を超える人

（新）基準額×0.725
（旧）基準額×0.75

（新）47,900円
（旧）49,500円

（新）3,992円
（旧）4,125円
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■７月に保険料額をお知らせします■

◆保険料の軽減

◆保険料のお支払い方法

令和元年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

①均等割の軽減（年額）

①被用者保険の被扶養者だった方の軽減

●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
●昭和２９年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた額で判

定します。

保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。
●口座振替を希望される方は、町民課戸籍医療年金係へお申し出ください。
　（お申込みに必要なもの：ご本人の保険証・お支払いする口座の預金通帳とお届け印）
●「年金からのお支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、お申し出の時期により異なります。
●税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。
　（年金からのお支払いの場合、お支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象になります）

●この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置として、所
得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減となります

　（５０,２０５円→２５,１０２円）。
　※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町

　村の国民健康保険等は含まれません。

※令和元年度から、均等割５割軽減・２割軽減の軽減判定所得が拡充されました。
　令和元年度から、軽減特例の見直しにより９割軽減から８割軽減に変更になりました。
　８．５割軽減に該当する方の軽減特例の見直しは令和２年度に実施予定です。

○１年間の保険料の上限額は、令和元年度は６２万円になります。
○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

均　等　割 所　得　割 １年間の保険料

５０，２０５円 １０.５９％
【１人当たりの額】 【本人の所得に応じた額】 【限度額６２万円】

（１００円未満切り捨て）（平成３０年中の所得－３３万円）×

≪保険料の計算方法≫

＋ ＝

後期高齢者医療制度のお知らせ
～令和元年度の保険料のお支払いと保険証（被保険者証）の一斉更新について～

対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員の

軽減判定所得の合計額）

均等割の軽減割合

本則 令和元年度 令和２年度 令和３年度
【平成３０年度における８.５割軽減の区分】
３３万円以下 ７割

８.５割 ７.７５割 ７割

【平成３０年度における９割軽減の区分】
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし ８割 ７割

３３万円＋２８万円×（被保険者数）以下 ５割 ５割

３３万円＋５１万円×（被保険者数）以下 ２割 ２割
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■保険証が新しくなります （桃色→橙色）

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります （水色→黄緑色）

■限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

新 し い 保 険 証 は 橙 色 で す

新 し い 減 額 認 定 証 は 黄 緑 色 で す

新 し い 限 度 証 は 黄 緑 色 で す

　現在ご使用の桃色の保険証の有効期限が令和元年７月３１日をもって満了と
なるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、橙色の保険
証をご使用ください。

　現在ご使用の水色の減額認定証の有効期限が令和元年７月３１日をもって満了となるため､８月以降は
使用できなくなります｡有効期間は保険証と同じく１年間です｡
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので､８月１日からは黄緑色の減額
認定証をご使用ください｡
　新たに必要となる方は､下記の交付要件に該当することをご確認の上､町民課
戸籍医療年金係へ申請してください｡

　現在ご使用の水色の限度証の有効期限が令和元年７月３１日をもって満了となるため、８月以降は使用
できなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に限度証を交付しますので、８月１日からは黄緑色の限度証を
ご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、町民課
戸籍医療年金係へ申請してください。
限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並みⅡに該当する方

○新しい保険証の有効期限は、令和２年７月３１日です。
○紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、町民課戸籍医療年金係

までお申し出ください。

区 分 Ⅱ ○世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区 分 Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

○世帯全員の所得が０円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）
○老齢福祉年金を受給されている方

現役並みⅢ 住民税課税所得が６９０万円以上の被保険者と、その方と同一世帯にいる
被保険者の方

現役並みⅡ 現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が３８０万円以上の被保険者と、
その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ 現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世帯にいる
被保険者の方

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合

〒060-0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館6階
☎０１１－２９０－５６０１

町民課　戸籍医療年金係
☎２－２４５３
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犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務づけられています。

犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務づけられています。

犬 の 新 規 登 録 用 紙

※印欄には、申請者の住所と犬の住所が異なる場合のみ記入してください。

　令和元年度の狂犬病予防注射と畜犬の登録を、下記の日程で実施します。
　犬を飼っている方は、平成７年４月１日より犬の生涯に１回の畜犬登録と、毎年の狂犬病予防注射が義務づけら
れています。
　なお注射は生後９１日以上の犬が対象になります。　また、室内犬（小型犬）についても同様の扱いとなります。

　※当日は、つり銭のいらないようにご協力お願いします。

☆以上の日程の中で都合の良い所で登録と注射をして
下さい。

☆往診依頼で注射をする場合は、別途往診料がかかり
ます。

　（１件につき５００円）
☆陣屋町にあるNOSAIみなみ（☎２－２６９３）でも、接

種できます。（事前に連絡をしてください）
☆動物病院で接種後は役場町民課に領収書と注射済

票代５５０円を持参の上、交付手続を必ず行ってくだ
さい。

☆新しく犬を飼い始めた場合や、死亡、移動があった場
合は必ず町民課生活環境係まで連絡して下さい。

☆消費税率改定日以降の狂犬病予防注射代金につい
ては次のとおりとなります。１頭につき３,２４０円

　（注射料金２,６９０円・注射済票交付手数料５５０円）

連絡先：町民課生活環境係
　　　　　　　　　☎２－２４５３（内線１１３）

登　　　録　　　料　１頭につき3,000円（登録済みの場合は必要ありません）

狂犬病予防注射代金　１頭につき3,110円
　　　　　　　　　　（注射料金2,560円・注射済票交付手数料550円）

７
月
17
日
㈬

地 区 場 所 時 間
大 町 特 別 母 と 子 の 家 前 ９：00～９：10
曙 町 ふれあい公園駐車場 ９：15～９：20
大 浜 漁村改善センター跡 ９：25～９：35
中 の 沢 中 の 沢 振 興 会 館 前 ９：40～９：45

豊 津
岩 谷 千 栄 子 宅 前 10：05～10：10
政 田 一 夫 宅 前 10：15～10：20
加 藤 宗 夫 宅 前 10：25～10：30

豊 野
前 田 久 雄 宅 前 10：35～10：40
松 前 貴 則 宅 前 10：45～10：50

国 縫
石 橋 則 子 宅 前 10：55～11：00
国 縫 振 興 会 館 前 11：05～11：15
団 力 雄 宅 前 11：20～11：25

平 里
平 里 会 館 前 11：35～11：40
平 里 開 拓 記 念 碑 前 11：45～11：50

富 野
東 京 理 科 大 学 入 口 13：00～13：10
門 間 ツ ヱ 子 宅 前 13：15～13：20

知 来 中 込 真 規 夫 宅 前 13：35～13：40
蕨 岱 相 馬 信 悟 牛 舎 前 13：50～13：55
双 葉 双 葉 振 興 会 館 前 14：05～14：10

７
月
1８
日
㈭

地 区 場 所 時 間

旭 浜
旭 浜 生 活 館 前 ９：00～９：10
司 馬 哲 也 宅 前 ９：15～９：25

栄 原 栄 原 会 館 前 ９：30～９：40

共 立
共 立 会 館 前 ９：45～９：50
門 間 隆 宅 前 ９：55～10：00

静 狩

土 本 治 牛 舎 前 10：05～10：10
静 狩 金 山 興 業 前 10：15～10：20
静 狩 小 学 校 入 口 10：25～10：35
静 狩 消 防 前 10：50～11：00

陣 屋 町 飯 生 神 社 鳥 居 付 近 11：20～11：30
温 泉 町 温 泉 町 公 園 前 11：35～11：40
新 開 町 新 開 寿 の 家 前 13：00～13：10
南 栄 町 南栄町老人憩の家前 13：20～13：30
高 砂 町 高 砂 振 興 会 館 前 13：40～13：50
本 町

長 万 部 町 役 場 前 14：00～14：10元 町
全 町

✂
✂

✂
✂

✂✂✂✂ ✂

申
請
者

住 所 〒

ふ り が な 電 話

番 号氏 名

犬

所 在 地 ※

種 類 ・雑種 毛 色

性 別 名 前

生年月日 体 格 大  ・  中  ・  小

避妊・去勢手術の有無 有　　 ・ 　　無
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町立病院からのお知らせ
◆７月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
　
科

７月１日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師

８日（月） ９日（火） １０日（水） １１日（木） １２日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

１５日（月） １６日（火） １７日（水） １８日（木） １９日（金）
午 前 海 の 日 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 休 診 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

２２日（月） ２３日（火） ２４日（水） ２５日（木） ２６日（金）
午 前 水間医師（出張医） 水間医師（出張医） 伊 藤 医 師 水間医師（出張医） 水間医師（出張医）
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 水間医師（出張医） 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師

２９日（月） ３０日（火） ３１日（水） ８月１日（木） ２日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

外
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師午 後 休 診

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 診 休 診 出張医（北大）午 後

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ、受診願います。
★個人で健康診断を受ける方について、午前は10時30分まで、午後は３時までに来院願います。
★７月22日(月)から26日(金)までは岩永医師が不在のため、水間医師(出張医)が担当します。

★毎週木曜日の午後は休診となります。　
★７月８日(月)から12日(金)までは村永医師が不在のため佐々木医師(出張医)が担当し、12日(金)の午後は休診となります。
★８月１日(木)は休診となります。

★小児科については、診療開始時間が９時30分頃からとなります。
★７月16日（火）・23日（火）・は健診のため、午後の診療は２時過ぎからとなります。

★７月の外来診療はありません。　　　　　　　　　８月の外来診療日は21日になります。
★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。　　　　★診療は予約制で60名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。　　  　【ご予約・お問い合わせ先】長万部町立病院　☎2－5611

【内科・外科受付時間】　午前８時30分～11時30分　　午後１時30分～４時

【小児科受付時間】　午前８時30分～10時30分　午後１時30分～３時30分

診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協力をお願い
いたします。

【眼　　科】偶数月の第３水曜日診療（ただし、祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午前10時～午後１時

【お問い合わせ・書類提出先】　長万部町立病院庶務係（☎２－５６１１）

長万部町立病院では看護師・薬剤師・理学療法士・臨時看護補助員を募集しています。応募される方は、関係書類を添えて提出してください。

看護師・薬剤師・臨時看護補助員 募集のお知らせ

区　　分 看護師 薬剤師
募 集 人 数 若干名 １名
応 募 資 格 看護師の資格を有している方 薬剤師の資格を有している方
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）、資格（免許証）の写し
選 考 方 法 書類選考及び面接により決定
応 募 期 限 令和元年７月26日（金）
採 用 年 月 日 令和元年９月１日（日）

区　　分 臨時看護補助員
募 集 人 数 若干名
応 募 資 格 不要
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）
選 考 方 法 書類選考及び面接により決定
応 募 期 限 令和元年７月26日（金）
採 用 年 月 日 令和元年９月１日（日）
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悪質商法には、いろいろな形態があります。　トラブルの多い商法には次のようなものがあります。
●送り付け商法（健康食品等）
　突然電話で「以前注文してもらった健康食品を送ります。」「注文を受けてから生産してますのでキャンセルはできません。」
などと言って、注文した覚えがない商品を一方的に送り付けて代金を騙しとる商法をいいます。
●点検商法
　「無料点検に来た。」と言って来訪した家に上がり込み、「床下の土台が腐っている。」などと不安をあおり、不要な工事を行
う商法をいいます。
●かたり商法（火災報知器、消化器）
　「消防署の方

・
からきました。」と消防署関係者を装い、高額な商品を売りつける商法をいいます。

●相談事例
　点検商法にご注意を！
　業者が、「下水道の点検を無料でさせていただきます。」などと言って消費者宅を訪問し、点検後、配水管等の高圧洗浄や修理
工事を勧誘し、さらに「床下もみせてください。」「床下が湿気ているので除湿剤をひいたほうがいい。」など嘘を言って高額な
工事代金を騙しとる事件が発生しています。
　その場ですぐに契約せず、じっくり考え、家族等に相談してから契約をしましょう。

あなたを狙う悪質商法

◎　連　絡　先　◎
　長万部町役場産業振興課　☎２－２４５５

　消費者ホットライン（局番なし）１８８（函館消費者センター又は国民生活センターへ繋がります）
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認知症サポーター養成講座を開催しました！
　５月２９日に、静狩振興会館で開催し、５名の方が参加しました。
　当日は認知症の症状や対応について講義やDVDで、認知症を理解し、
温かい目で見守る方法について学習を深めました。
　ご近所の困り事の相談先についてグループワークを行い、地域で支え
る方法について考えました。
　認知症サポーターの証であるオレンジリングを多くの方が身につけ、認
知症の人やその家族の「サポーター」を長万部町内にどんどん広めていきましょう！

　こんにちは、生活支援コーディネーターの草階と永井です。
　いつもニーズ調査にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。
　昨年度から町の皆さんに参加いただいているしゃべれ～るですが、５月にあつま
んべと初めての出張版として、先駆けで国縫でも開催させていただきました。

　ご協力いた
だいた皆さん
ありがとうご
ざいました。

『夜はあつまんべ行けない』
『参加はしてみたい』などあ
りましたら、ぜひLSCにご連
絡下さい。

日ごろから、ご近所やご家族にひと声かけてから出かけましょう！

◎地域の皆さまや企業に向けて、認知症の正しい理解を広めるため、『認知症サポー
ター養成講座』を随時開催致します。

　興味のある町内会や企業・団体がありましたら、
　地域包括支援センター（長万部町役場内）２－２０１６に、ご相談ください！ 

27

生
活
や
防
災
、
交

流
等
、
町
の
悩
み

事
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
今
年
は
行

事
も
計
画
中

初
め
て
国

縫
で
行
っ

た
し
ゃ
べ

れ
～
る
。

昔
の
文
集

や
ア
ル
バ

ム
を
見
た

り
、
事
業

の
お
話
を

し
ま
し
た



　厚生年金・国民年金等の相談
▶日時　７月２日（火）・８月６日（火）
　①10：30～12：00　②１３：00～15：30
▶場所　役場２階会議室
※３日前までに町民課戸籍医療年金係に要予約
※枠に限りがございますので、ご了承願います。
※相談月の２ヶ月前から予約を受け付けております。
　（元年９月分の事務相談は７月から予約受付開始）

知的障がいのある方の悩み相談
▶日時　７月９日（火）13：30～15：30
▶場所　役場１階相談室
◎知的障がい者相談員
　武澤　信行（本町）

　身近な話題で、行政にご要望はあり
ませんか？

▶日時　７月１１日（木）13：00～15：00
▶場所　役場２階小会議室
◎行政相談委員
　山中　克子（大浜）

　人権問題・家庭問題などの悩みはあ
りませんか？
　法務大臣より委嘱を受けた人権擁
護委員が随時ご相談に応じています。
◎人権擁護委員
　井上　正範（大町）
　石垣　聖子（大浜）
　小野　雄二（陣屋町）
◎みんなの人権１１０番
　（全国共通人権相談ダイヤル）
　☎０５７０－００３－１１０

　毎月１回、無料相談を開設していま
す。

▶日時　７月１８日（木）13：00～15：00
▶場所　役場会議室
◎相談員　
　井上正範司法書士（長万部町）

【お問合せ先】
　税務課（☎２－２４５２）

　渡島管内11市町16消防団約2,800
名の代表、680名の消防団員が長万
部町に集結し、令和元年度渡島地方
消防総合訓練大会が開催されます。
▶日時　７月６日（土）13：00～
▶場所  長万部中学校グラウンド
※本大会において、長万部分団から

は小隊訓練25名、あやめ分団から
は小型ポンプ操法　５名がそれぞ
れ出場します。10年に１度の当町で
の開催となりますので町民の皆さ
んのご声援をよろしくお願いします。

　例年実施のふれあい広場を下記日
程で開催いたします。
　沢山のみなさまのご参加をお待ち
しております。
▶日時　７月27日（土）午前10時～（予定）
▶場所　福祉センター
▶内容　体験広場、ふれあいの店、

その他イベント（舞踊、チャリ
ティービンゴ等

　※詳しい内容については後日チラ
　シでお知らせいたします。

【お問い合わせ先】
　長万部町社会福祉協議会

　（☎６－７７１１）

　北海道医療給付事業（重度心身障
がい者、ひとり親家庭等、乳幼児等
医療給付事業）で、現在お持ちの受
給者証の有効期限は７月31日となっ
ております。対象者の方には更新申
請書を送付しておりますが、まだ更
新申請手続きをされていない方は、
お早めに手続きをお願いします。
※いずれの事業も所得制限限度額

があり、限度額以上の場合は該当
になりませんので、詳しくは下記
までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
　町民康戸籍医療年金係

（☎２－２４５３）　

　函館弁護士会では、毎月第２・第
４金曜日に八雲町で法律相談を行っ
ていますので、ぜひご利用ください。
　予約制・先着順なので事前に函館
弁護士会までご連絡ください。
▶日時　７月12日（金）・26日（金）
　13：00～16：00（各相談時間30分）
▶場所　はぴあ八雲

【お問い合わせ先】
　函館弁護士会

　（☎０１３８－４１－０２３２）

　町では、町立さかえ保育所で保育
に従事する臨時保育士及び調理に従
事する臨時調理員を随時募集してい
ます。
　応募される方は、下記までお問い
合わせください。

【お問い合わせ・申込先】
　町立さかえ保育所（☎２－４００６）

　町では、役場庁舎で栄養業務に従
事する臨時栄養士を募集します。
応募される方は、下記までお問い合
わせください。

【お問い合わせ・申込先】
　長万部町役場　総務課総務係

　　　　　（☎01377-2-2451）

　次の方々より、寄付がありました。
紙上をかりて厚くお礼申し上げます。

（敬称略）
◆長万部町社会福祉協議会へ
・朝日　三枝（陣屋）　　20,000円
　〈香典返しに替えて〉
・加藤　三紀子（元町）　50,000円
　〈香典返しに替えて〉
・中兼　昌蔵（蕨岱）　　50,000円
　〈香典返しに替えて〉
◆長万部長愛会へ
・西田　正寿（元町）　　50,000円
　〈香典返しに替えて〉
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　農地を農業以外の目的で使用（農
地転用）するためには、農業委員会
に申請が必要です。
　無断で使用した場合には、罰則が
適用される場合がございますので、
転用を考えている方は、長万部町農
業委員会（☎2-2191）までご連
絡願います。

　移動献血車「ひまわり号」が７月
１０日（水）に来町しますので、ご
協力ください。

《献血車移動工程》
◆福祉センター前　９：00～10：00
◆特別母と子の家前　10：20～11：20
◆役場前　　　　　12：40～14：30
◆東京理科大学前　15：00～16：00

▶日時　７月18日（木）18：30～
▶場所　福祉センター
ご注意　長万部町で講習を受ける場
合は、必ず事前に八雲警察署で手続
きを行ってください。

「中退共」の退職金制度なら、
①国の掛金助成を受けられます。
②掛金は全額非課税。
③社外積立だから、管理が簡単！
パートさんのための特例掛金月額も
ご用意

（中退共は中小企業で働く従業員の
ための国の退職金制度です。）
※他の退職金・企業年金制度等との
　ポータリビティも可能です。
　詳しくは中退共で検索。

【お問い合わせ先】
（独）勤労者退職金共済機構 中小企
業退職金共済事業本部

（☎03-6907-1234）
（FAX03-5955-8211）

　７月の水道・ガス・下水道の検針日
は、次のとおりです。

1６日（火）　1７日（水）
1８日（木）　1９日（金）

７／４（木）・７／11（木）・７／18（木）
７／25（木）・８／１（木）

みなさまのご支援をお願いします！
◎東日本大震災義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで
　 3,568,972円（６／２０現在）
◎平成28年熊本地震災害義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで
　 599,834円（６／２０現在）
◎九州北部地方大雨災害義援金
　（平成29年７月５日からの大雨災害）
　受付期間：令和２年３月31日まで
　 85,331円（６／２０現在）
◎平成30年７月豪雨災害義援金
　受付期間：令和２年６月30日まで
　 77,439円（６／２０現在）
◎平成30年北海道胆振東部地震災害義援金
　受付期間：令和元年９月30日まで
　 174,425円（６／２０現在）
※上記の各義援金の金額は窓口及び
　募金箱の合計金額です。

◎受付窓口　保健福祉課☎２－2454
　（日本赤十字社長万部町分区）

固 定 資 産 税　　第 ２ 期
国民健康保険税　　第 ２ 期
介 護 保 険 料　　第 １ 期
後期高齢者医療保険料　　第 １ 期

▶納期限　７月３１日◀
町税や保険料の納付は便利な

口座振替の利用をおすすめします

　「社会を明るくする運動」は、す
べての国民が犯罪や非行の防止と犯
罪を犯した人たちの更正について理
解を深め、それぞれの立場で力を合
わせ、犯罪や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運動です。

【行動目標】
①犯罪や非行をした人たちの立ち直

りを支えよう
②犯罪や非行に陥らないよう地域社

会で支えよう
③これらの点について、地域社会の

理解が得られるよう協力しよう
長万部地区推進委員会では
・７月４日（木）14：30から内閣総理

大臣、北海道知事メッセージの伝
達式

・その他　「ふれあい広場」での
PR活動や町内６か所への縦看板
設置によるPR、各公共施設等へ
啓発ポスターの掲示、駅横駐車
場へ「のぼり」を設置するなどの
活動を行います。

　平成５年７月12日に発生した北海
道南西沖地震により、長万部町はか
つてないほどの大被害を経験しまし
た。
　未曽有の災害に対し、当時の惨状
を改めて思い起こすとともに、広く
町民の皆さんに防災意識を高めても
らい、災害に対する備えの一層の充
実強化を図るため「長万部町防災の
日」を定めたものです。
◆災害パネル展を開催します◆
　７月５日（金）から19日（金）ま
で、学習文化センターロビーにおい
て、災害時の写真や防災備蓄品等を
展示する「災害パネル展」を開催し
ます。
　みなさん、お誘い合わせの上ご来
場ください。
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■７月は社会を明るくする
　　　　運動の強調月間です

■事業主の方へ　退職金のこと
　ちょっと考えてみませんか？

■7月12日は長万部町防災の日

■献血は身近なボランティア！

■農地転用について

■7月の優良運転者講習

■ガス・上下水道の検針日

■老人福祉センター休館日

区分 基本料金
調整単位料金(㎥)

Ａ群0～13㎥ 1,050円
380円16銭

Ｂ群14～57㎥ 1,700円
326円06銭

Ｃ群58㎥以上 4,500円
274円86銭

■災害義援金募集のお知らせ

■今月の納期(町税)



国民年金の免除制度には

●「全額免除」
●「４分の３免除（４分の１納付）」
●「半額免除（半額納付）」
●「４分の１免除（４分の３納付）」
　　　　　　の４種類があります。

※全額免除以外の一部免除の場合、納付すべき一部の掛け金を納付しないと、その期間の免除が無効（未納と同じ）と

なってしまいます。将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を

受け取ることができなくなる場合がありますのでご注意ください。

◎５０歳未満の方には「納付猶予制度」、学生の方には「学生納付特例制度」があります
　納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間には算入されますが、年金額には反

映されません。

　そこで、これらの期間の掛け金は、承認後１０年以内であれば、経過期間に応じた加算額を上乗せして後から納付できま

す。

～国民年金の掛け金は忘れずに納めましょう～
＝年金は世代と世代の支え合い＝

お問い合わせ先 町 民 課 戸 籍 医 療 年 金 係　（ＴＥＬ　２－２４５３）
函館年金事務所　国民年金課　（ＴＥＬ　０１３８－５６－１１６５）

国民年金の免除制度
をご利用ください！

毎月の納付額

全額免除     なし

４分の３免除（４分の１納付） 4,100円

半額免除（半額納付） 8,210円

４分の１免除（４分の３納付） 12,310円
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６月６日分
事　業　名　称 契　約　業　者 契約金額

（税込・円）
予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納　期）

普 通 河 川 南 栄 川 修 繕 工 事 株式会社　城北工業　長万部支店 2,473,200 2,635,200 93.85 ６社 Ｒ１.９.13
令和元年度　町有林一般造林事業（下刈） 山 越 郡 森 林 組 合 5,022,000 5,122,440 98.04 ３社 Ｒ１.７.31
長万部町橋りょう点検調査業務委託 株式会社　帝国設計事務所 15,345,000 16,643,000 92.20 ８社 Ｒ２.１.31
下 水 道 ストックマ ネジメント
実 施 方 針 策 定 業 務 株 式 会 社 　 ド ー コ ン 6,380,000 6,864,000 92.95 ５社 Ｒ２.２.20

林 業 専 用 道 蕨 岱 牧 場 線
測 量 設 計 委 託 業 務 北栄測量設計　株式会社 4,968,000 5,259,600 94.46 ５社 Ｒ１.７.31

庁 内 Ｌ Ａ Ｎ 用 パ ソ コ ン 購 入 リコージャパン　株式会社　販売事業本部　北海道支社　公共営業部 1,728,000 2,268,000 76.19 ４社 Ｒ１.９.30
長万部中学校校舎暖房ボイラー改修及び
機 械 室 防 水 改 修 実 施 設 計 業 務 委 託 株式会社　北匠建築設計事務所 3,942,000 4,352,400 90.57 ３社 Ｒ１.８.２

天然ガス及び温泉湯送管入替移設工事 不落 4,994,000 ２社 Ｒ１.11.29
ガス本支管改良工事（本町２・３号線工区） 株式会社　佐々木配管 13,446,000 13,716,000 98.03 ２社 Ｒ１.９.13
ガス本支管改良工事（北１２号線外工区） 有限会社　新開配管工業 3,726,000 3,812,400 97.73 ２社 Ｒ１.９.13
長万部地区ろ過機ろ材交換工事 オルガノ株式会社北海道支店 7,020,000 7,624,800 92.07 ２社 Ｒ１.９.５

5月２９日分
事　業　名　称 契　約　業　者 契約金額

（税込・円）
予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納　期）

ロ ー タ リ 除 雪 車 購 入 コマツカスタマーサポート　株式会社　北海道カンパニー 28,325,000 48,345,825 58.59 ６社 Ｒ２.３.31



７月 事　業　名　等 会　　場 時　間
1 月

2 火
◆話し合いの場　しゃべれ～る あ つ ま ん べ 18:30～20:00

◆年金相談 役 場 ２ 階 会 議 室 10:30～12:00
13:00～15:30

3 水
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 新 開 寿 の 家 9:30～11:00
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

4 木 ◆頭の検診 ふれあい健康センター 8:15～15:00

5 金

◆頭の検診 ふれあい健康センター 8:15～15:00
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45～15:45

6 土 ◆頭の検診 ふれあい健康センター 8:15～12:00
7 日
8 月
9 火 ◆知的障がい者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30～15:30

10 水

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 新 開 寿 の 家 9:30～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆ガヤガヤ運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 13:30～15:00

◆移動献血車｢ひまわり号｣来町

福 祉 セ ン タ ー 前 9:00～10:00
特 別 母 と 子 の 家 前 10:20～11:20
役 場 前 12:40～14:30
東 京 理 科 大 学 前 15:00～16:00

11 木
◆健康相談（中の沢） 中 の 沢 振 興 会 館 10:00～11:30
◆行政相談 役 場 ２ 階 小 会 議 室 13:00～15:00

12 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター　大会議室 14:45～15:45

13 土
14 日
15 月 海の日
16 火 ◆１歳６ヶ月児・３歳・５歳児健康診査 ふれあい健康センター 13:00～13:30

17 水
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 新 開 寿 の 家 9:30～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

18 木
◆登記・法律無料相談 役 場 会 議 室 13:00～15:00
◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～  　　

19 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 　 講 堂 14:45～15:45

20 土 ◆Ｂ＆Ｇ会長杯長万部町少年水泳大会＆プール祭り Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー 13:00～  　　
21 日
22 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30
23 火 ◆乳児健康診査・乳幼児健康相談・ＢＣＧ接種 ふれあい健康センター 12:45～13:00

24 水
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 新 開 寿 の 家 9:30～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

25 木

26 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 　 講 堂 14:45～15:45

27 土
◆ふれあい広場 福 祉 セ ン タ ー 10:00～  　　
◆第２回いきいき大学 学習文化センター文化ホール 10:30～  　　

28 日
29 月
30 火

31 水
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 新 開 寿 の 家 9:30～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆エキノコックス検診 長 万 部 町 立 病 院 11:00～11:30

８月 事　業　名　等 会　　場 時　間
1 木

2 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 　 講 堂 14:45～15:45

3 土 ◆おしゃまんべ消防フェス２０１９ 長 万 部 町 消 防 本 部 前 10:00～11:30
4 日
5 月

6 火 ◆年金事務相談 役 場 ２ 階 会 議 室
10:30～12:00
13:00～15:30

7 水
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 新 開 寿 の 家 9：30～ 11：30～

〔令和元年５月15日～令和元年６月14日受付分〕（敬称略）

この広報誌は再生紙を使っています。

いつまでも おしあわせに

おたんじょう おめでとう

おくやみ もうしあげます

夫の氏名 妻の氏名 届出日

前　川　智　昭 ＝ 奥　野　紗　香 ６月６日
福　島　健　太 ＝ 権　藤　紗　季 ６月６日

おなまえ 生まれた月日 父母の名 住　所

井　澤　　悠
はるか

女の子 ５月14日
徹

美　希 元　町

佐々木　晏
あ

絆
ずな

女の子 ５月3０日
裕　幸
雅　子 高砂町

氏　　名 年　齢 月　日 住　所

木　村　蓉　子 ７４歳 ５月14日 静　狩
西　田　ミツ子 ９３歳 ５月18日 平　里
大　坪　孝　志 ７８歳 ５月25日 元　町
工　藤　信　子 ８８歳 ５月28日 大　町
加　藤　照　子 ９４歳 ６月４日 元　町
木　幡　和　平 ６８歳 ６月1０日 旭　浜
中　兼　フ　ミ ９２歳 ６月12日 蕨　岱
松　尾　幸　雄 ６９歳 ６月12日 大　町
三　浦　大　右 ７８歳 ６月13日 元　町

世　帯	 	 ２,９９１	世帯
人　口	 	 ５,３７７　人
　男	 	 ２,４９６　人
　女	 	 ２,８８１　人
前月比	 	 　　－７　人
　　　　　（５月３１日現在）

　
５
月
末
に
急
激
に
暑
く
な
っ
た
以
来
、
肌

寒
い
日
が
続
く
６
月
は
町
内
各
所
の
運
動
会

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
素
直
で
元
気

い
っ
ぱ
い
取
り
組
む
子
ど
も
達
の
姿
は
い
つ

見
て
も
良
い
も
の
で
す
ね
。

　
先
日
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
の
抽
選
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
選

の
倍
率
は
と
て
も
厳
し
い
と
噂
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
ど
う
で
し
た
か
？
私
は
申
込

み
す
ら
し
て
お
ら
ず
、
今
に
な
っ
て
後
悔
し

て
い
ま
す･･･

。
（
Ｎ
）
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